
石坂泰三関係文書目録

2018年3月作成

国立国会図書館憲政資料室

目録・最新の概要情報はウェブサイトに掲載しています
国立国会図書館リサーチ・ナビ｢憲政資料室の所蔵資料｣

(http://rnavi.ndl.go.jp/kensei/)



書類の部 p. 1
1．手帳 p. 1
2．ノート類 p. 11

2-1．日誌、筆記、ノート類 p. 11
2-2．東京帝大講義ノート p. 18

3．国際会議 p. 25
4．辞令・履歴等 p. 27
5．石坂泰三追悼関係 p. 33
6．石坂泰三七周忌 p. 45
7．｢石坂泰三の世界｣ p. 49
8．アルバム・写真 p. 65
9．その他 p. 67

書簡の部 p. 71
10-1．石坂泰三発信書簡 p. 71
10-2．石坂泰三宛書簡 p. 71
10-3．宮中・皇族関係 p. 83
10-4．第三者間書簡 p. 96

石坂泰三関係文書目録　【目次】



石坂泰三関係文書目録　【凡例】

・記述項目は資料番号、枝番、タイトル、作成者、宛先、年月日、内容、記述法、用紙、備考、数量、付属資料、合綴注記である。

・書簡の配列は、作成者の五十音順（欧文の場合にはアルファベット順）とした。

・特に説明のない限り、資料はそれぞれの項目内で年代順に整理・配列した。

･タイトルは原則として原表題によるが、資料に表題のない場合は整理者が適宜付した。その場合にはタイトルに〔　　〕を付した。

・作成者・年代等で、推定したものには〔　〕を付した。

当目録は、憲政資料室が立本紘之氏（法政大学大原社会問題研究所兼任研究員）に依頼して作成した。
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資料
番号

枝番 タイトル 作成者 宛先 年月日 内容 記述法 用紙 備考 数量 付属資料 合綴注記

書類の部
1．手帳

1 〔手帳〕 〔石坂泰三〕
大正6年12月1日～大
正7年12月31日

ペン・鉛筆
第一生命保
険相互会社

手帳
1冊

1～12の資料は紙紐
一括(｢大正7～S.3｣と
鉛筆書きあり)。1～
23・26～28・30・32～
34の資料は小箱一
括。

2 〔手帳〕 〔石坂泰三〕
大正7年12月1日～大
正8年12月31日

ペン・鉛筆
第一生命保
険相互会社

手帳
1冊

3 〔手帳〕 〔石坂泰三〕
大正8年12月1日～大
正9年12月31日

ペン・鉛筆
第一生命保
険相互会社

手帳
1冊

4 〔手帳〕 〔石坂泰三〕
大正9年12月1日～大
正10年12月31日

ペン・鉛筆
第一生命保
険相互会社

手帳
1冊

5 〔手帳〕 〔石坂泰三〕
大正10年12月1日～
大正11年12月31日

ペン・鉛筆
第一生命保
険相互会社

手帳
1冊

6 〔手帳〕 〔石坂泰三〕
大正11年1月1日～12
月31日

ペン・鉛筆
The year
1922手帳

1冊

7 〔手帳〕 〔石坂泰三〕
大正11年12月1日～
大正12年12月31日

ペン・鉛筆
第一生命保
険相互会社

手帳
1冊

8 〔手帳〕 〔石坂泰三〕
大正12年12月1日～
大正13年12月31日

ペン・鉛筆
第一生命保
険相互会社

手帳

大正12年の手帳に
曜日を手書きで補
いながら大正13年
の内容を記載

1冊

9 〔手帳〕 〔石坂泰三〕
大正13年12月1日～
大正14年12月31日

ペン・鉛筆
第一生命保
険相互会社

手帳
1冊

10 〔手帳〕 〔石坂泰三〕
大正14年12月1日～
昭和1年12月31日

ペン・鉛筆
第一生命保
険相互会社

手帳
1冊
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資料
番号
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11 〔手帳〕 〔石坂泰三〕
大正15年12月1日～
昭和2年12月31日

ペン・鉛筆
第一生命保
険相互会社

手帳
1冊

12 〔手帳〕 〔石坂泰三〕
昭和2年12月1日～昭
和3年12月31日

ペン・鉛筆
第一生命保
険相互会社

手帳
1冊

13 〔手帳〕 〔石坂泰三〕
昭和3年12月1日～昭
和4年12月31日

ペン・鉛筆
第一生命保
険相互会社

手帳
1冊

13～23の資料は紙紐
(｢S.4～S.12｣と鉛筆書
きあり)一括

14 〔手帳〕 〔石坂泰三〕
昭和4年1月1日～昭
和4年12月31日

ペン・鉛筆
産業組合中
央金庫手帳

1冊

15 〔手帳〕 〔石坂泰三〕
昭和4年12月1日～昭
和5年12月31日

ペン・鉛筆
第一生命保
険相互会社

手帳
1冊

16 〔手帳〕 〔石坂泰三〕
昭和4年12月1日～昭
和5年12月31日

ペン・鉛筆
第一生命保
険相互会社

手帳

6月第1週までの期
間まばらに記述あ
るのみ

1冊

17 〔手帳〕 〔石坂泰三〕
昭和6年1月1日～昭
和6年12月31日

ペン・鉛筆
東京海上火
災保険株式
会社手帳

1冊

18 〔手帳〕 〔石坂泰三〕
昭和6年12月1日～昭
和7年12月31日

ペン・鉛筆
第一生命保
険相互会社

手帳
1冊

19 〔手帳〕 〔石坂泰三〕
昭和7年12月1日～昭
和8年12月31日

ペン・鉛筆
第一生命保
険相互会社

手帳
1冊

20 〔手帳〕 〔石坂泰三〕
昭和8年12月1日～昭
和9年12月31日

ペン・鉛筆
第一生命保
険相互会社

手帳
1冊

21 〔手帳〕 〔石坂泰三〕
昭和9年12月1日～昭
和10年12月31日

ペン・鉛筆
第一生命保
険相互会社

手帳
1冊

22 〔手帳〕 〔石坂泰三〕
昭和11年1月1日～12
月31日

ペン・鉛筆
第一生命保
険相互会社

手帳
1冊
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23 〔手帳〕 〔石坂泰三〕
昭和11年12月1日～
昭和12年12月31日

ペン・鉛筆
第一生命保
険相互会社

手帳
1冊

24 〔手帳〕 〔石坂泰三〕 〔昭和12年〕
欧米出張の準備・土産等の備
忘録　他

ペン・鉛筆
第一生命保
険相互会社

手帳

巻頭に｢何年ノコト
カ｣と墨書あり

1冊

25 〔手帳〕 〔石坂泰三〕 昭和12年

｢外務省(松島通商局長)｣・｢海
軍省(山本次官)｣・｢神戸商工
会議所、貿易同業組合、貿易
同志会｣　他の言説メモ

ペン
MARUZEN
Tokyo手帳

1冊
手帳を包む革製ケー
スに｢1937｣とペン書き
された小紙貼付あり

26 〔手帳〕 〔石坂泰三〕
昭和12年12月1日～
昭和13年12月31日

ペン・鉛筆
第一生命保
険相互会社

手帳
1冊

27 〔手帳〕 〔石坂泰三〕
昭和13年12月1日～
昭和14年12月31日

ペン・鉛筆
第一生命保
険相互会社

手帳
1冊

28 〔手帳〕 〔石坂泰三〕
昭和14年12月1日～
昭和15年12月31日

ペン・鉛筆
第一生命保
険相互会社

手帳
1冊

29
昭和15年10月7日出発
北海道東北地方支社
巡回日記

〔石坂泰三〕
昭和15年10月8日～
10月24日

ペン 1冊

30 〔手帳〕 〔石坂泰三〕
昭和15年12月1日～
昭和16年12月31日

ペン・鉛筆
第一生命保
険相互会社

手帳
1冊

31
昭和16年10月 第3回満
鮮行

〔石坂泰三〕
昭和16年10月9日～
10月19日

記録日誌 ペン 1冊

32 〔手帳〕 〔石坂泰三〕
昭和16年12月1日～
昭和17年12月31日

ペン・鉛筆
第一生命保
険相互会社

手帳
1冊

33 〔手帳〕 〔石坂泰三〕
昭和17年12月1日～
昭和19年1月19日

ペン・鉛筆
第一生命保
険相互会社

手帳
1冊

｢石坂泰三｣名刺1枚・
メモ1枚

34 〔手帳〕 〔石坂泰三〕
昭和18年12月1日～
昭和20年1月26日

ペン・鉛筆
第一生命保
険相互会社

手帳

｢1944｣とペン書きさ
れた貼紙あり

1冊
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35 〔手帳〕 〔石坂泰三〕
昭和19年9月22日～9
月24日

鉛筆・墨書
昭和銀行手

帳

｢昭和13年日記｣を
使用。巻頭に｢昭和
十九年ノコトガ書イ
テアル｣と墨書あり。
｢1938｣とペン書きさ
れた貼紙あり。

1冊

36 〔手帳〕 〔石坂泰三〕
昭和19年12月1日～
昭和21年1月1日

ペン・鉛筆
第一生命保
険相互会社

手帳

｢1945｣とペン書きさ
れた貼紙あり

1冊

37,38,39,42,43,45,46,
51,52,57,60,65,68,84,
93,94,100の資料は小
箱一括

37 〔手帳〕 〔石坂泰三〕
昭和19年12月31日～
昭和20年5月30日

ペン・鉛筆
第一生命保
険相互会社

手帳

｢1945｣とペン書きさ
れた貼紙あり。表紙
に｢昭和12年｣とあ
り。

1冊

〔昭和〕20年2月10日
の新聞切抜(｢東部軍
情報解説要図｣の一
部)

38 〔手帳〕 〔石坂泰三〕
昭和20年12月30日～
昭和22年1月4日

備忘録・メモ・｢石坂泰介霊位｣
他

ペン・鉛筆
第一生命保
険相互会社

手帳

｢1946｣とペン書きさ
れた貼紙あり。表紙
に｢昭和16年｣とあ
り。

1冊

39 〔手帳〕 〔石坂泰三〕 〔昭和21年〕 ペン・鉛筆
第一生命保
険相互会社

手帳

｢1946｣とペン書きさ
れた貼紙あり。表紙
に｢昭和13年｣とあ
り。

1冊

40 〔手帳〕 〔石坂泰三〕
昭和21年12月1日～
昭和22年12月31日

ペン・鉛筆
第一生命保
険相互会社

手帳

｢1945｣とペン書きさ
れた貼紙あり。表紙
に｢昭和12年｣とあ
り。

1冊

41 〔手帳〕 〔石坂泰三〕 〔昭和22～23年〕 ペン・鉛筆
柏原洋紙店

手帳
1冊

42 〔手帳〕 〔石坂泰三〕
昭和22年12月1日～
昭和23年12月31日

ペン・鉛筆
第一生命保
険相互会社

手帳

｢1948｣とペン書きさ
れた貼紙あり。表紙
に｢昭和15年｣とあ
り。

1冊

43 〔手帳〕 〔石坂泰三〕
〔昭和23年〕12月25日
～昭和24年10月31日

ペン・鉛筆
日本郵船株
式会社手帳

｢1949｣とペン書きさ
れた貼紙あり

1冊

44 備忘録 〔石坂泰三〕 〔昭和24～27年〕
株式・地所・家屋に関する金額
等メモ

ペン・鉛筆
東芝通信機
配給部特製

備忘録

冊子自体は｢昭和
20年｣のもの

1冊
表表紙に｢1943｣とペ
ン書きされた小紙貼
付あり
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45 〔手帳〕 石坂泰三
昭和24年1月1日～12
月29日

ペン・鉛筆
General

Electric社手
帳

2月5日～10月14日
までは空白。｢
1949｣とペン書きさ
れた貼紙あり。

1冊

46 〔手帳〕 石坂泰三
〔昭和24年〕12月26日
～昭和25年12月31日

ペン・鉛筆

Radio
Corporation
of America

手帳

｢1950｣とペン書きさ
れた貼紙あり

1冊

46～50・52・54・55・
57・59・60・62・63・70
～72・76の資料は小
箱一括

47 〔手帳〕 〔石坂泰三〕 〔昭和25年〕 ペン・鉛筆
Soenneckenr

ingbook
｢1950｣とペン書きさ
れた貼紙あり

1冊

48 〔手帳〕 〔石坂泰三〕 〔昭和25年6月～8月〕
欧米主張関連の随想・日記・メ
モ

ペン・鉛筆
｢1950｣とペン書きさ
れた貼紙あり

1冊

49 〔手帳〕 〔石坂泰三〕 〔昭和26～27年〕 ペン・鉛筆
東洋綿花株
式会社手帳

｢1951-1952｣とペン
書きされた貼紙あり

1冊

50 〔手帳〕 石坂泰三 〔昭和26年〕 ペン・鉛筆 IBM手帳
｢1951｣とペン書きさ
れた貼紙あり

1冊

51 〔手帳〕 石坂泰三
昭和26年1月1日～12
月31日

ペン・鉛筆
General

Electric社手
帳

｢1951｣とペン書きさ
れた貼紙あり

1冊

52 〔手帳〕 〔石坂泰三〕
昭和26年1月5日～1
月20日

ペン・鉛筆
東京芝浦電
気株式会社

手帳

｢1951｣とペン書きさ
れた貼紙あり

1冊

53 〔手帳〕 〔石坂泰三〕 〔昭和27～29年〕 ペン・墨書
興国人絹パ
ルプ株式会

社手帳

｢1952｣とペン書きさ
れた貼紙あり

1冊

54 〔手帳〕 石坂泰三
昭和27年1月1日～12
月31日

ペン・鉛筆

Fried.Krupp
Widia-
Fabrik･

Essen手帳

｢1952｣とペン書きさ
れた貼紙あり

1冊

55 〔手帳〕 石坂泰三
昭和28年1月1日～昭
和29年1月1日

ペン・鉛筆

Fried.Krupp
Widia-
Fabrik･

Essen手帳

｢石坂泰三｣印あり。
｢1953｣とペン書きさ
れた貼紙あり。

1冊
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56 備忘録 〔石坂泰三〕
〔昭和28年2月28日以
降〕

ペン・鉛筆
東芝通信機
配給部特製

備忘録
1冊

56・78・81・82・84・87・
89・90・92・95～97・99
～103の資料は小箱
一括

57 〔手帳〕 〔石坂泰三〕
昭和28年12月29日～
昭和29年12月31日

ペン・鉛筆

Fried.Krupp
Widia-
Fabrik･

Essen手帳

｢1954｣とペン書きさ
れた貼紙あり

1冊

58 〔手帳〕 〔石坂泰三〕 〔昭和29～30年〕 ペン・鉛筆
Tokyo Life

手帳
1冊

59 〔メモ帳〕 〔石坂泰三〕 〔昭和29年〕 ペン・鉛筆

General
Electric
Lighting

Instiuteメモ
用紙

｢1954｣とペン書きさ
れた貼紙あり

1冊

60 〔手帳〕 〔石坂泰三〕 〔昭和29年〕 ペン・鉛筆
Earth

Looseleaf
System手帳

｢1954｣とペン書きさ
れた貼紙及び｢
1970｣とペン書きさ
れた貼紙(別資料か
ら剥がれたものヵ)
あり

1冊

61 〔メモ帳〕 〔石坂泰三〕 〔昭和29年〕 ペン・鉛筆
東京芝浦電
気株式会社

メモ帳
1冊

｢Mitsuo Takata｣名
刺、1枚

62 〔手帳〕 〔石坂泰三〕
昭和30年1月1日～昭
和31年1月12日

ペン・鉛筆

Fried.Krupp
Widia-
Fabrik･

Essen手帳

1冊

63 〔手帳〕 〔石坂泰三〕 〔昭和30年3月〕 ハワイ旅行の際の備忘録 ペン・鉛筆
興国人絹パ
ルプ株式会

社手帳

｢1955｣とペン書きさ
れた貼紙あり

1冊

64 〔メモ帳〕 〔石坂泰三〕 〔昭和30年〕8月 ペン・鉛筆 1冊

65 〔手帳〕 〔石坂泰三〕 昭和30年9月～10月 ペン・鉛筆
Tokyo Life

手帳
1冊

66 〔石坂泰三書簡〕 石坂泰三 石坂泰三 昭和30年11月2日
日本生産性本部が米国に派
遣したトップマネジメント視察
団の報告会のご案内

印刷[活
版]・ペン

65の封入資料 1枚
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67 〔メモ帳〕 〔石坂泰三〕
〔昭和30年12月5日以
降〕

｢亡き妻｣に関する詩文の草
稿ヵ

ペン 1冊

68 〔ノートブック〕 〔石坂泰三〕 〔昭和31～32年〕 旅行日記・メモ　他 ペン・鉛筆 1冊

69 〔メモ〕(株式関係) 〔石坂泰三〕 〔昭和31～32年〕 ペン・鉛筆 1冊
写真(学生服を着た子
供2人)、1枚

70 〔手帳〕 石坂泰三
昭和31年1月1日～12
月31日

ペン・鉛筆

Fried.Krupp
Widia-
Fabrik･

Essen手帳

1冊

71 〔手帳〕 〔石坂泰三〕 〔昭和32年〕 ペン・鉛筆
協和銀行手

帳
1冊

72 〔手帳〕 石坂泰三
昭和32年1月1日～12
月31日

ペン・鉛筆

Fried.Krupp
Widia-
Fabrik･

Essen手帳

｢1957｣とペン書きさ
れた貼紙あり

1冊

73 〔メモ帳〕 〔石坂泰三〕 〔昭和32年4月以降〕 ペン・鉛筆 1冊

74 〔メモ帳〕 〔石坂泰三〕 〔昭和32年10月〕
アメリカ滞在中のメモ(人名中
心)

ペン・鉛筆 1冊

75 〔手帳〕 〔石坂泰三〕 〔昭和33年〕 ペン・鉛筆
興国人絹パ
ルプ株式会

社手帳

｢1958｣とペン書きさ
れた貼紙あり

1冊

76 〔手帳〕 石坂泰三
昭和33年1月1日～12
月31日

ペン・鉛筆

Fried.Krupp
Widia-
Fabrik･

Essen手帳

｢1958｣とペン書きさ
れた貼紙あり

1冊

77 〔手帳〕 〔石坂泰三〕
昭和34年1月1日～12
月30日

ペン・鉛筆

Fried.Krupp
Widia-
Fabrik･

Essen手帳

1冊

78 〔手帳〕 石坂泰三
昭和34年12月28日～
昭和35年12月29日

ペン・鉛筆

東京芝浦電
気株式会
社・東芝商
事株式会社

手帳

｢石坂泰三｣印あり。
｢1960｣とペン書きさ
れた貼紙あり。

1冊
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79 〔メモ帳〕 〔石坂泰三〕 〔昭和35～39年〕 ペン・鉛筆 1冊

80
〔メモ帳〕(人名、景気、
経済関連)

〔石坂泰三〕 〔昭和35年2月以降〕 ペン・鉛筆 綴じはずれあり 1冊

81 〔手帳〕 石坂泰三
昭和35年12月26日～
昭和36年12月30日

ペン・鉛筆

東京芝浦電
気株式会
社・東芝商
事株式会社

手帳

｢石坂泰三｣印あり。
｢1961｣とペン書きさ
れた貼紙あり。｢石
坂泰三氏｣(新聞記
事切抜)1枚貼付あ
り。

1冊
｢日本紀元、西暦、年
号、年令対照表｣、1
枚

82 〔手帳〕 〔石坂泰三〕 〔昭和36～42年〕 ペン・鉛筆
アラスカパ
ルプ株式会

社手帳

｢1964｣とペン書きさ
れた貼紙あり

1冊

AID(米国国際開発
局)他の団体名列記の
用紙(印刷[活版],90
の封入資料と同一資
料)、1枚

83
〔メモ帳〕(短歌、EEC関
係談話　他)

〔石坂泰三〕 〔昭和36～37年〕 ペン・鉛筆 SRIメモ帳

手帳を包む革製
ケースに｢1961｣と
ペン書きされた小
紙貼付あり

1冊

84 〔手帳〕 石坂泰三
昭和36年12月25日～
昭和37年12月31日

ペン・鉛筆

東京芝浦電
気株式会
社・東芝商
事株式会社

手帳

｢1962｣とペン書きさ
れた貼紙あり

1冊

85 〔メモ帳〕 〔石坂泰三〕 〔昭和37～38年〕 ペン・鉛筆 1冊

86 〔メモ帳〕 〔石坂泰三〕 〔昭和37年〕 ペン・鉛筆 1冊

87 〔手帳〕 石坂泰三
昭和37年12月24日～
昭和38年12月28日

ペン・鉛筆

東京芝浦電
気株式会
社・東芝商
事株式会社

手帳

｢1963｣とペン書きさ
れた貼紙あり

1冊

88 〔メモ帳〕 〔石坂泰三〕 〔昭和38年〕 ペン・鉛筆 1冊
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89 〔手帳〕 石坂泰三
昭和38年12月24日～
昭和40年1月29日

ペン・鉛筆

東京芝浦電
気株式会
社・東芝商
事株式会社

手帳

｢石坂泰三｣印あり。
｢1964｣とペン書きさ
れた貼紙あり。

1冊
塚平俊男(米国大使
館 一等書記官)名
刺、1枚

90 〔手帳〕 石坂泰三
昭和39年12月25日～
昭和41年2月10日

ペン・鉛筆

東京芝浦電
気株式会
社・東芝商
事株式会社

手帳

｢1965｣とペン書きさ
れた貼紙あり。石坂
泰三の写真(記事
切抜ヵ)貼付あり。

1冊

Arabian Oil
Company,Ltdメモ用
紙、1枚/AID(米国国
際開発局)他の団体
名列記の用紙(印刷
[活版])、1枚

91 〔メモ帳〕 〔石坂泰三〕 〔昭和40年〕 ペン・鉛筆 1冊

92 〔手帳〕 〔石坂泰三〕
昭和40年12月28日～
昭和42年2月9日

ペン・鉛筆

東京芝浦電
気株式会
社・東芝商
事株式会社

手帳

｢1966｣とペン書きさ
れた貼紙あり

1冊

93 〔メモ帳〕 〔石坂泰三〕 〔昭和41～42年〕 ペン・鉛筆 1冊

94 〔ノートブック〕 石坂泰三 〔昭和41年4月～5月〕 欧米出張日記・メモ ペン
コーアノート
ツインスパイ
ラルノート

一箇所｢昭和四十
四年｣と記されてい
る部分があるが、｢
昭和四十一年｣の
誤表記ヵ

1冊

95 〔手帳〕 〔石坂泰三〕
昭和41年12月27日～
昭和43年1月31日

ペン・鉛筆

東京芝浦電
気株式会
社・東芝商
事株式会社

手帳

｢1967｣とペン書きさ
れた貼紙あり

1冊

96 〔手帳〕 石坂泰三
昭和42年1月1日～昭
和44年1月31日

ペン・鉛筆

東京芝浦電
気株式会
社・東芝商
事株式会社

手帳

｢石坂泰三｣印あり。
｢1968｣とペン書きさ
れた貼紙あり。

1冊
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97 〔手帳〕 石坂泰三
昭和44年1月1日～昭
和45年1月7日

ペン・鉛筆

東京芝浦電
気株式会
社・東芝商
事株式会社

手帳

｢石坂泰三｣印あり。
｢1969｣とペン書きさ
れた貼紙あり。

1冊

河口静雄(日本科学
技術振興財団テレビ
事業本部本部長)名
刺、1枚
/J.S.Beard(Director
of Areas-Asia Pacific)
名刺、1枚/Hiroshi
SuzukI(Member,The
Association of
International Law
Lecturer at Nihon
University)名刺、1枚/
記入済みメモ用紙、7
枚/白紙メモ用紙、27
枚

98 〔手帳〕 石坂泰三
昭和45年1月1日～昭
和46年1月14日

ペン・鉛筆
東京芝浦電
気株式会社

手帳
1冊

99 〔手帳〕 石坂泰三
昭和45年12月25日～
昭和47年1月10日

ペン・鉛筆

東京芝浦電
気株式会
社・東芝商
事株式会社

手帳

｢石坂泰三｣印あり。
｢1971｣とペン書きさ
れた貼紙あり。

1冊
記入済みメモ用紙、1
枚/白紙メモ用紙、2
枚

100 〔手帳〕 石坂泰三
昭和47年1月1日～昭
和48年1月14日

ペン・鉛筆

東京芝浦電
気株式会
社・東芝商
事株式会社

手帳

｢石坂泰三｣印あり。
｢1972｣とペン書きさ
れた貼紙あり。

1冊

101 〔手帳〕 石坂泰三
昭和47年12月9日～
昭和48年12月30日

ペン・鉛筆

東京芝浦電
気株式会
社・東芝商
事株式会社

手帳

｢石坂泰三｣印あり 1冊

102 〔手帳〕 石坂泰三
昭和49年1月1日～昭
和50年1月1日

ペン・鉛筆

東京芝浦電
気株式会
社・東芝商
事株式会社

手帳

1冊

103 〔手帳〕 石坂泰三
昭和50年1月1日～4
月3日

ペン・鉛筆

東京芝浦電
気株式会
社・東芝商
事株式会社

手帳

｢石坂泰三｣印あり 1冊
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104 曽ツテ所持セシ品目表 〔石坂泰三〕 美術品の品目表 ペン・墨書 1冊

105
〔メモ帳〕(人名、詩文、
金額)

〔石坂泰三〕 ペン・鉛筆 1冊

106 〔メモ帳〕 石坂泰三
Men-a-

dressメモ帳
切り取り式メモ帳の
使い残り

1冊

107
〔メモ帳〕(｢初台 葉山 軽
井沢｣の電話番号)

〔石坂泰三〕 ペン・鉛筆 1冊

108
〔メモ帳〕(電話番号メ
モ・人名メモ・｢固定資
産税保険標準｣)

〔石坂泰三〕 ペン・鉛筆 1冊

109
〔メモ帳〕(詩・会議・金額
他)

〔石坂泰三〕 ペン・鉛筆 1冊

110
〔メモ帳〕(金額・人名
他)

〔石坂泰三〕 ペン・鉛筆 1冊

2．ノート類
2-1．日誌、筆記、ノート類

111 向陵日記 石坂泰三
明治40年1月10日～8
月30日

墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
1冊

112 虞美人草 〔石坂泰三〕
明治41年1月31日～
10月5日

日記 墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
1冊

ある一か月の勉強予
定表かと思われるペ
ン書き資料1枚封入あ
り

113 明治43年 日記 〔石坂泰三〕
明治43年1月31日～2
月2日

墨書・ペン
Matsusoノー

トブック

最終頁に3月25日
～4月10日の支出
表記載あり

1冊

｢The Fundamental
Principles of Rational
Living LectureⅡ｣の
切抜あり

114
戸田行日記 文官高等
試験 第2輯

〔石坂泰三〕 明治44年9月11日 9月11日～28日 墨書 原稿用紙を紐綴じ 1綴

115 木犀 〔石坂泰三〕 明治45年 小説 墨書
原稿用紙をステー
プラー留め

3綴

116 馬槽 〔石坂泰三〕
明治45年1月14日～
大正1年10月14日

日記 ペン
松屋製原稿

用紙
原稿用紙こより綴じ 1綴
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117 如是我観 〔石坂泰三〕
大正1年8月22日～9
月6日

日記 墨書
原稿用紙こより綴
じ。116の資料の空
白期の日記ヵ。

1綴

118 房州日記 〔石坂泰三〕 大正1年8月 8月4日～19日 墨書 原稿用紙を紐綴じ 1綴

119 〔スクラップブック〕 石坂泰三 〔大正5年〕
名刺99枚・電報2枚・新聞切抜
40枚　他

印刷[活
版]・ペン

｢AMERICA No.1｣
と背表紙に記載あ
り

1冊

120 〔旅行記〕 石坂泰三
大正5年6月10日～大
正6年9月5日

Identification 出発前記 横浜
から桑港迄　他

ペン・鉛筆
英字新聞切抜1枚
貼付あり。背表紙
破損大。

1冊 119の関連資料ヵ

121 大正12年1月 日誌 〔石坂泰三〕
大正11年12月8日～
大正12年4月25日

日誌・｢P.E.P.｣(翻訳原稿、原
著第11版大正11年)

墨書・ペン 1冊

122 泰川私語 其一 〔石坂泰三〕
大正12年6月20日～
昭和7年1月10日

日記 墨書 1冊

｢石坂泰三の著 保険
会社金融論 川崎貞
明｣(昭和10年8月5日
新聞記事切抜)、1枚
(2つに切れている)/｢
緑の窓｣(新聞記事切
抜)、1枚

123 ｢泰川漫筆｣ 〔石坂泰三〕
〔昭和8年1月1日～昭
和10年11月3日〕

短歌・俳句・漢詩　他 墨書 1冊

124 初台時代 〔石坂泰三〕
昭和10年2月18日～
昭和11年12月15日

日記 回顧 墨書 1冊

125 初台の第三年時代 〔石坂泰三〕
昭和12年1月1日～昭
和16年7月18日

回顧 日記 墨書・ペン
｢昭和十四年欠｣と
ペン書きされた附
箋あり

1冊

126 〔日記帳〕 〔石坂泰三〕 〔昭和14年〕
大正14年の日記・回想 大正
15年の出来事 昭和9年8月10
日の日記・同年の回想

ペン・鉛筆

東京 伊東
屋

STATIONE
R

日記の後年加筆筆
写ヵ

1冊

127 〔日記〕 〔石坂泰三〕 〔昭和14年4月〕 ペン 126の封入資料 8枚

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/11536552
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128 〔石坂義雄書簡〕 〔石坂義雄〕 〔石坂泰三〕 大正6年3月26日
第1次大戦下の欧州滞在に対
する心配や近況報告

墨書

126の封入資料。｢
此の手紙は第一欧
州大戦当時私が倫
敦滞在中に父より
寄せられたもので
ある 泰三｣とあり。

2枚

129 〔石坂泰三回想録〕 〔石坂泰三〕 〔昭和16年〕 回想録、無題 ペン
Bunjudoノー

トブック
1冊

｢不用｣と墨書された
薄紙資料1枚封入あり

130 賀留井佐は 〔石坂泰三〕
昭和16年8月11日～
昭和18年8月10日

〔主に軽井沢滞在中の〕昭和
16年8月の日記 昭和17年の回
顧　昭和18年8月の日記

ペン・墨書
戦後のものと思わ
れる加筆部分あり

1冊

131

大東亜戦争の酣なる頃
から降伏に至る前後 思
ひ出づるまゝ　これが民
間から見た真の歴史で
ある

石坂泰三
昭和17年12月29日～
昭和21年6月8日

日記・単語メモ・備忘録 ペン
Bunjudoノー

トブック
1冊

“World Will Know Truth
in 6 Months”（『Nippon
Times』記事切抜、昭和
19年9月5日）の貼付あ
り。昭和20年2月15日付
日記の箇所に文章草稿
（英語1枚・日本語2枚）
挟み込み。

132 〔日記帳〕 〔石坂泰三〕
昭和19年1月1日～昭
和24年7月24日

昭和19～24年の日記及び｢昭
和22年(1947年)の回顧｣

ペン・鉛筆 1冊

133 〔備忘録・メモ〕 〔石坂泰三〕
昭和21年8月～昭和
26年1月28日

英単語メモ・｢John Foster
Dulles(Readers digest Aug.
1946)｣・｢通貨ノ安定｣に関する
メモ　他

ペン 1冊

表紙にクリップあり。｢
石坂泰三｣名刺が｢昭
和二十二年四月｣の
頁に封入。『時事通信
渉外資料版』第251号
(時事通信社。昭和21
年9月4日)が後ろから
12頁目(白紙)に封
入。

134 敗戦之悲哀 〔石坂泰三〕
昭和21年9月24日～
昭和22年10月20日

短歌・日記・一年の総括 墨書 1冊

135 重要 S、24 東芝争議 〔石坂泰三〕
昭和24年6月23日～
昭和34年11月19日

1949～50年・59年の日記 随
想

ペン・鉛筆 1冊
｢東芝、新賃金を要
求｣(新聞記事切抜)1
枚貼付あり

136 ぼくの細道 一 〔石坂泰三〕
昭和24年12月30日～
昭和35年5月

日記 随想 墨書 1冊

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/11536553
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/11536553
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/11536553
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/11536553
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/11536553
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/11536554
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/11536555
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137 備忘録 〔石坂泰三〕 〔昭和27～28年〕
石油業関係・訪印親善使節団
関係　他

ペン
ノートブック。印刷
資料の切抜き貼付
あり。

1冊

138 No.Ⅲ 〔石坂泰三〕 〔昭和27～28年〕
火力発電関係・戦後日本に関
してのメモ

ペン
ノートブック。137・
139の資料とは一連
の資料ヵ。

1冊

139
印度 1952 March 10-
April

〔石坂泰三〕 〔昭和27年〕
インド滞在中の記録・新聞記
事切抜　他

ペン ノートブック 1冊

｢”インドから帰つて”｣
〔石坂泰三。1952年5
月19日。印刷[活版]。
ステープラー留め〕封
入。

140 泰光園主人詠草 二 〔石坂泰三〕
昭和28年1月14日～
〔昭和31年〕6月9日

石坂泰三歌集 墨書 1冊

141 清琴帖 〔石坂泰三〕 昭和28年9月13日 説明前書きのみ 墨書 1冊

142 泰三日記 三 石坂泰三 昭和29～30年
昭和29年(1954)の回顧・布哇
行について・短歌

ペン・鉛筆 1冊

143 子供の為に 〔石坂泰三〕
昭和29年1月24日～
昭和40年11月29日

日記・回顧 墨書 1冊

144 〔日記帳〕 〔石坂泰三〕
昭和29年6月23日～
昭和31年7月9日

日記・備忘録・金額メモ ペン
東京芝浦電
気株式会社
ノートブック

1冊

145
経営本部設置に関する
件

昭和30年5月12日 ペン
東京芝浦電
気株式会社

便箋
｢朝川乕二｣印あり 1枚

本資料は144の｢
Dec.23.1954｣のペー
ジに封入されていた
資料

146 〔前田正次書簡〕 前田正次 石坂泰三 〔昭和31年〕7月4日 ｢峯公の住所｣を伝える ペン 1通

本資料は144の｢
June.25.1955｣のペー
ジに封入されていた
資料。本資料は封筒
(表｢長野県軽井沢町
石坂泰三様｣・裏｢東
京市渋谷区 石坂泰
三内 三浦智子｣)に封
入。
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147
〔辞令(郵政審議会委
員)〕

平井太郎(郵政大
臣)

石坂泰三 昭和32年7月1日 墨書 1枚
本資料は144の後ろ
から31頁目(白紙)に
封入

148 J.P.C. Memo 石坂泰三 昭和30年6月 備忘録・株式関係メモ ペン
東京芝浦電
気株式会社
ノートブック

1冊

149 昭和31年1月 日記 〔石坂泰三〕
昭和31年1月1日～4
月8日

日記 墨書 1冊

｢世相人相 石坂経団
連会長｣(近藤日出
造。『読売新聞』記事
切抜。昭和31年8月1
日)・｢放電塔｣(『毎日
新聞』記事切抜。〔昭
和〕31年10月4日)・｢
雪子の思出｣(石坂泰
三。昭和31年9月27
日。｢TAIZO
ISIZAKA｣メモ用紙に
ペン書き)の資料が封
入。

150
〔昭和32年スイス訪問関
連〕

〔Swiss National
Tourist Office〕・
石坂泰三

昭和32年4月28日～5
月7日

スイス訪問の日程と石坂泰三
の日記

印刷[カー
ボン(タイ
プ)]・ペン

1冊
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151 〔備忘録・メモ〕 〔石坂泰三〕
昭和33年6月19日～
〔昭和39年〕5月18日

備忘録・会議メモ・挨拶メモ
他

ペン
東京芝浦電
気株式会社
ノートブック

1冊

ドル防衛・ホノルル会
議関連メモ、1枚(経済
団体連合会メモ用
紙)/人名メモ、1枚/短
歌(昭和42年12月15
日、Arabian Oil
Company, Ltd.メモ用
紙)、1枚〔以上鉛筆書
き〕/英単語メモ1枚、
税金関係メモ、1枚
(Japanese B.I.A.C. メ
モ用紙)/Advanced
Country関連英語メ
モ、1枚(1頁目封入)
〔以上ペン書き〕/｢日
本BIACとの連絡協議
会(5月14日)｣、1枚
((印刷[青焼き])、｢
1963 五月｣の頁に封
入)

152 巴里行 〔石坂泰三〕
昭和35年2月18日～3
月9日

欧州出張時の日記 墨書 1冊

153
忍ぶ草其の後(一) 昭和
47年

〔石坂泰三〕 〔昭和36～49年〕 短歌・文章 墨書 付箋貼付あり 1冊

154 〔日記帳〕 〔石坂泰三〕
昭和36年1月1日～7
月31日

日記・覚書・短歌　他 ペン 1冊

新聞記事切抜14枚・
寺院関係切抜2枚・｢
短歌｣(一) ｢湯川政
治｣(雑誌記事切抜)1
枚

155 泰川先生作陶展
阪急百貨店美術
部

〔昭和38年3月26日以
前〕

｢泰川先生作陶展｣案内 印刷[活版] 154の封入資料 1枚

156 〔吉沢助二郎書簡〕 吉沢助二郎 石坂泰三 〔昭和36年〕6月12日

同封の文章｢サラリーマンと教
養｣を教材として活用したいの
で印刷物がございましたら、書
名等お知らせいただきたい

印刷[カー
ボン(タイ

プ)]

154の封入資料。｢
吉澤｣印あり。

3枚

157 いたづら帳 〔石坂泰三〕
昭和36年1月1日～11
月22日

日記　絵 墨書・ペン 1冊

158
昭和八年からの会社簿
に記された回顧

〔石坂泰三〕
〔昭和36年7月8日以
降〕

昭和8年年頭～昭和20年まで
の回顧

墨書 1冊
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159 亜米利加 博士の旅 〔石坂泰三〕
昭和37年6月1日～6
月4日

日記 墨書 1冊

160 〔日記帳〕 〔石坂泰三〕
昭和37年10月18日～
11月23日

出張中の日記・短歌・Norman
Kipping来日の際の英語挨拶
文草稿

ペン
maruhan

Spiral Junior
ノートブック

1冊

161
恩田の日誌　昭和40年
一

〔石坂泰三〕
昭和40年1月15日～
昭和41年12月18日

日記 墨書 1冊

162 〔日記帳〕 〔石坂泰三〕
昭和40年5月19日～9
月10日

出張中の日記・備忘録・｢我経
済の高度成長｣に関するメモ

ペン
maruhan

Spiral Junior
ノートブック

1冊

｢泰川夫人のうた｣及
びその英訳版(1961)
のペン書きされた紙1
枚が1頁目に封入

163
恩田の日誌 昭和41年
二

〔石坂泰三〕
昭和42年1月15日～
昭和43年12月15日

日記 墨書・ペン 1冊

164

昭和42年10月 Ⅰ.
Chase Manhattan Bank
Advisory council
committee Ⅱ. 日英経
済懇談会

〔石坂泰三〕
昭和42年7月12日～
昭和42年11月12日

談話メモ・会議メモ・日記　他 ペン・鉛筆
maruhan

Spiral Junior
ノートブック

1冊

Mr. Chairman宛書簡
〔石坂泰三書簡ヵ〕と
思しき英語ペン書きさ
れた｢TAIZO
ISHIZAKA｣メモ用紙2
枚が封入

165 軽井澤日誌 〔石坂泰三〕
昭和42年7月28日～
昭和49年8月22日

日記 墨書・ペン 1冊

166 恩田の日誌 第3冊 〔石坂泰三〕
昭和44年1月25日～
昭和49年6月2日

日記 墨書・ペン 1冊

167 〔日記帳〕 石坂泰三
〔昭和45年〕1月28日
～5月21日

短歌・日記 ペン

British
Petroleum
Company

Limited日記
帳

1冊

168 昭和46年日誌 〔石坂泰三〕
昭和46年2月9日～昭
和48年12月31日

日記 墨書・ペン 1冊

169 最後の言葉 〔石坂泰三〕
昭和49年8月～昭和
50年1月5日

日記 墨書・ペン 1冊

170 〔日記帳〕 〔石坂泰三〕
〔昭和49年〕12月21日
～〔昭和50年〕2月28
日

備忘録・日記 ペン
日記帳の2月分ま
での切り取り

1冊
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171 〔日記帳〕 石坂泰三
昭和50年1月7日～2
月18日

日記 ペン
Oyama

Diary 1975
1冊

書込み済みメモ用
紙、2枚

172 〔石坂雪子書簡〕 石坂雪子 定信 〔昭和9年〕4月10日
近況報告 病気療養に関する
話　他

ペン 171の封入資料 3枚

173 後の心得 〔石坂泰三〕 昭和11年9月13日
有価証券の明細書 不動産 預
け金　他についての但し書き

ペン・鉛筆 171の封入資料 1通
(1)封筒、1点/(2)〔遺
言書〕、6通

174 〔記帳簿〕 墨書 1冊

2-2．東京帝大講義ノート

175
〔Professor Leonholm講
義ノート〕

石坂泰三
〔明治41年3月19日以
前〕

墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
ドイツ語表記ヵ 1冊

176
〔Professor Leonholm講
義ノートNo.Ⅱ〕

石坂泰三
〔明治43年6月6日以
前〕

墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
ドイツ語表記ヵ 1冊

177
〔Professor Leonholm講
義ノートNo.Ⅲ〕

石坂泰三 〔明治43～44年〕 墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
ドイツ語表記ヵ 1冊

178 乾講師 墺国手形法 一 石坂泰三
〔明治43年7月～44年
6月〕

墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
綴じはずれ 1冊

179 加藤博士 執行法 一 石坂泰三
〔明治41年7月～42年
6月〕

墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
1冊

180
加藤博士 強制執行法
二

石坂泰三
〔明治42年7月～43年
6月〕

墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
1冊

181
加藤教授 強制執行法
三

石坂泰三
〔明治42年7月～43年
6月〕

墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
1冊

182
加藤教授 強制執行法
四

石坂泰三
〔明治42年7月～43年
6月〕

墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
1冊

183
加藤博士 強制執行法
五

石坂泰三
〔明治43年7月～44年
6月〕

墨書・ペン
Izumiyaノー

トブック
1冊
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184 河合助教授 経済学史 〔石坂禄朗〕 〔大正9年以降〕 墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
1冊

書籍名のペン書きさ
れた紙1枚・｢経済学
史試験問題 三月九
日 河井助教授｣1枚が
封入されていた

185 金井博士 経済学 一 石坂泰三 〔明治40～44年〕 墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
1冊

186 金井博士 経済学 二 石坂泰三 〔明治40～44年〕 墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
1冊

津村秀松『国民経済
学概論』(寳文館
1910)の第一編～第
六編までの目次概要
をペン書きした紙資料
1枚が封入されていた

187 寺尾博士 国際法 一 石坂泰三
〔明治44年10月18日
以前〕

墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
1冊

188
寺尾教授 戦時国際法
第二

〔石坂泰三〕 〔明治42年〕 墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
1冊

189 寺尾教授 国際公法 一 石坂泰三
〔明治42年7月～明治
43年6月〕

墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
1冊

190 寺尾教授 国際公法 二 石坂泰三
〔明治44年〕6月14日
～10月18日

墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
1冊

191 寺尾博士 国際公法 三 石坂泰三
〔明治42年7月～明治
43年6月〕

墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
1冊

192
寺尾法学博士 国際公
法 第三

石坂泰三
〔明治44年6月14日以
前〕

墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
1冊 紙資料1枚封入

193 戸水博士 羅馬法 石坂泰三 明治38～45年
講義ノート・新聞、雑誌切抜・
押し葉　他

墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
1冊

194 内藤教授 西洋史 巻一 石坂禄朗
〔大正8年6月14日以
前〕

墨書・ペン
篠崎謹製

ノートブック
1冊
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195 西洋史 5巻 〔石坂禄朗〕
〔大正8年6月14日以
前〕

墨書・ペン
Matsuyaノー

トブック
1冊

196 西洋史 第6巻 〔石坂禄朗〕
〔大正8年6月14日以
前〕

墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
背表紙綴じはずれ 1冊

｢西洋史試験問題 内
藤｣(大正八年六月十
七日)の資料が封入さ
れていた

197 西洋史 第7巻 〔石坂禄朗〕
〔大正8年6月14日以
前〕

墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
1冊

198
中川教授 刑事訴訟法
一

石坂泰三
〔明治43年7月～明治
44年6月〕

墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
1冊

199
中川教授 刑事訴訟法
二

石坂泰三
〔明治43年7月～明治
44年6月〕

墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
1冊

200
中川博士 刑事訴訟法
第3巻

石坂泰三
〔明治44年3月20日以
前〕

墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
1冊

方眼紙にペン書きさ
れた関連資料5枚・ペ
ン書き関連紙資料1枚
が封入されていた

201 民法 仁井田博士 築田 墨書・ペン
Kadoyaノー

トブック
1冊

202
民事訴訟法 下巻 仁井
田博士

〔石坂泰三〕 〔明治44年〕3月13日
｢明治四十三年五月二十日講
了｣

ペン 1冊

203 土方博士 民法 第1巻 石坂泰三 〔明治40～41年〕 墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
1冊

204 土方博士 民法 第2巻 石坂泰三
〔明治44年〕5月18日
～6月16日

墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
1冊

205 土方博士 民法 第3巻 石坂泰三
〔明治40年7月～明治
41年6月〕

墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
1冊

206 土方博士 民法 第五 石坂泰三
〔明治44年9月30日以
前〕

墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
1冊
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207
土方博士 民法債権篇
五

石坂泰三 〔明治40～明治44年〕 墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
1冊

208 土方教授 民法債権 六 石坂泰三
〔明治42年7月～明治
43年6月〕

墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
1冊

209
土方博士 債権原因論
七

石坂泰三
〔明治43年6月8日以
前〕

墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
1冊

210
土方博士 債権原因論
八

石坂泰三
〔明治42年7月～明治
43年6月〕

ペン・鉛筆
Matsusoノー

トブック
1冊

211
Civil law of Japan. No.9
by Prof. K. Hijikata

石坂泰三 6月8日～9月15日 ペン
Izumiyaノー

トブック
1冊

212
土方博士 民法債権篇
拾

石坂泰三
〔明治41年7月～明治
42年6月〕

墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
1冊

213
土方博士 民法債権篇
十一

石坂泰三
〔明治44年5月24日以
前〕

墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
1冊

214
土方教授 民法債権論
十二

石坂泰三
〔明治42年7月～明治
43年6月〕

墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
1冊

215
土方教授 民法債権論
十三

石坂泰三
〔明治42年7月～明治
43年6月〕

墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
1冊

216
土方博士 民法債権篇
十四

石坂泰三
〔明治42年7月～明治
43年6月〕

墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
1冊

217 穂積博士 法理学 一 石坂泰三
〔明治43年7月～明治
44年6月〕

墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
1冊

218 穂積博士 法理学 二 石坂泰三
〔明治43年7月～明治
44年6月〕

墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
1冊
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219 穂積博士 法理学 三 石坂泰三
〔明治43年7月～明治
44年6月〕

墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
1冊

220 穂積博士 憲法 第1巻 石坂泰三
〔明治44年〕8月6日～
10月10日

墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
1冊

221 穂積博士 憲法 第2巻 石坂泰三
〔明治44年〕8月8日～
10月11日

墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
1冊

222 穂積博士 憲法 第3巻 石坂泰三
〔明治44年〕8月9日～
10月11日

墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
1冊

223 穂積博士 憲法 第4巻 石坂泰三
〔明治44年〕8月9日～
10月11日

墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
1冊

224 穂積教授 憲法 第5巻 石坂泰三
〔明治44年10月12日
以前〕

墨書・ペン
Matsusoノー

トブック

裏表紙はずれ。一
部大きく綴じはず
れ。

1冊

225 穂積博士 憲法 第6巻 石坂泰三
〔明治44年10月22日
以前〕

墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
1冊 紙資料1枚封入

226 牧野博士 刑法 石坂泰三
〔明治40年7月～明治
41年6月〕

ペン 1冊

227 牧野助教授 刑法 各論 石坂泰三
〔明治41年7月～明治
42年6月〕

墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
1冊

228 松波博士 海商法 一 石坂泰三
〔明治44年〕8月21日
～10月9日

墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
1冊

｢Matsuso｣ノートブック
の裏表紙1枚(234の資
料の裏表紙)が本資料
の後ろに封入されて
いた

229 松波博士 海商法 二 石坂泰三
〔明治44年〕4月23日
～10月10日

墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
1冊

230 松本助教授 会社法 一 石坂泰三
〔明治43年7月～明治
44年6月〕

墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
1冊
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231 松本助教授 手形法 一 石坂泰三
〔明治43年7月～明治
44年6月〕

墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
1冊

232 松本博士 手形法 二 石坂泰三
〔明治43年7月～明治
44年6月〕

墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
1冊

233 手形法 Ⅲ(了) 〔石坂泰三〕
〔明治44年〕8月16日
～10月9日

231,232の関連資料ヵ ペン
Matsuyaノー

トブック
1冊

234 松本法学士 商法 一 石坂泰三
〔明治44年〕5月14日
～10月3日

墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
1冊

235
松本法学士 日本商法
二

石坂泰三
〔明治44年〕6月12日
～8月19日

墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
1冊

236
法学士 松本助教授 日
本商法 三

石坂泰三
〔明治44年〕5月16日
～10月7日

墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
1冊

237
松本助教授 日本商法
第四

石坂泰三
〔明治44年〕8月20日
～10月29日

墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
1冊

238 美濃部博士 行政法 一 石坂泰三
〔明治44年〕8月24日
～10月12日

墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
1冊

239 美濃部博士 行政法 二 〔石坂泰三〕
〔明治44年〕6月4日～
10月15日

墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
1冊

240
美濃部博士 行政法 第
四

石坂泰三
〔明治44年10月16日
以前〕

墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
1冊

241 美濃部博士 行政法 5 石坂泰三
〔明治44年〕8月28日
～10月16日

墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
1冊

242 美濃部教授 行政法 六 石坂泰三
〔明治44年〕6月5日～
10月16日

墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
1冊
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243
美ノ部博士 日本行政
法 七

石坂泰三
〔明治44年〕6月6日～
10月17日

墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
1冊

244
美ノ部博士 日本行政
法 八

石坂泰三
〔明治43年〕3月26日
～〔明治44年〕10月17
日

墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
1冊

245
美ノ部教授 日本行政
法 九

石坂泰三
〔明治44年〕8月28日
～10月17日

墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
1冊

246
美濃部教授 日本行政
法 第十

〔石坂泰三〕
〔明治44年〕6月7日～
10月17日

墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
1冊

247
美ノ部博士 日本行政
法 十一

石坂泰三
〔明治44年〕8月29日
～10月18日

墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
1冊

248 日本行政法 十二(完) 〔石坂泰三〕
〔明治44年〕3月23日
～10月18日

｢四十三年六月二十六日講
了｣

墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
1冊

試験問題と思しきもの
がペン書きされた紙
資料1枚が封入されて
いた

249 矢作博士 農政学 一 石坂泰三
〔明治41年5月～明治
44年7月〕

墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
1冊

250 レンホルム 独逸法 一 石坂泰三
〔明治42年7月～明治
43年6月〕

墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
1冊

251
レンホルム講師 独逸法
第2巻

石坂泰三
〔明治41年〕6月1日以
降

｢四十一年五月二十三日講了.
仝 六月一日試験.｣

墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
1冊

本資料には独逸語覚
書1枚・試験問題と思
しきドイツ語書付1枚
が封入され、｢B. Die
widerrechtliche
Handlung.｣(印刷[活
版]資料1枚)貼付あり

252
ドクトル、レンホルム 独
逸法 三

石坂泰三
〔明治42年10月27日
以後〕

講義ノート・日記〔伊藤博文暗
殺の報に関するもの含む〕

墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
1冊

253
ドクトル、レンホルム 独
逸法 第四

石坂泰三
〔明治42年6月20日以
前〕

墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
1冊
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254 商法 〔石坂泰三〕
〔明治43年5月29日以
前〕

墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
234～237の関係資
料ヵ

1冊

255 日本法制史 石坂泰三 明治42年 ペン 1冊

256 倫理学 石坂 ペン
Matsuyaノー

トブック
背表紙綴じはずれ
かけ

1冊

257 〔講義ノート〕 〔石坂泰三〕
〔明治44年〕6月4日～
10月15日

講義ノートヵ、公権・行政権関
係

墨書・ペン
Matsusoノー

トブック
表紙はずれ 1冊

3．国際会議

258 Agenda
昭和42年10月15日～
17日

International Advisory
Committeeの議事日程

印刷[カー
ボン(タイ
プ)]・鉛筆

書込みあり 1枚
258～270の資料は
The White House封
筒一括

259
〔Eugene R． Black書
簡〕

Eugene R．
Black(Special
Adviser to the
President)

石坂泰三 昭和44年1月11日
｢Peter White｣によるメコン川の
自然地理に関する論説のブッ
クレット送付の手紙

印刷[カー
ボン(タイ
プ)]・ペン

The White
House用箋

｢石坂｣印及び｢礼
状スミ｣と書込みあ
り。

1枚

260
〔Henry R． Geyelin書
簡〕

Henry R.
Geyelin(Executive
Secretary
International
Advisory
Committee)

石坂泰三 昭和44年6月23日
｢International Advisory
Committee｣の議事日程送付と
参加要請の手紙

印刷[カー
ボン(タイ
プ)]・鉛筆

The Chase
Manhattan
BANK用箋

ペケ印あり 1枚

261
International Industrial
Conference Acceptance
List

昭和44年7月1日
International Industrial
Conferenceの出席者名簿

印刷[カー
ボン(タイ
プ)]・鉛筆

書込みあり。ステー
プラー留め。

1綴
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262 Proposed Agenda
昭和44年9月22日・23
日

International Advisory
Committeeの議事日程

印刷[カー
ボン(タイ
プ)]・鉛筆

書込みあり。260の
同封資料。

2枚

263

Arab League Israeli
Boycott Seen Effective
inJapan(『INTERNATIO
NAL Herald Tribune』記
事切抜)

昭和44年8月15日 印刷
日付・掲載紙の書
込みあり

1枚

264
Mideast Arms Spiral(新
聞記事切抜)

〔昭和44年8月16日～
17日〕

印刷・ペン 線引きあり 1枚

265

Egypt Said to Give Up
Hope Of Change in
Nixon
Policy(『INTERNATION
AL Herald Tribune』記
事切抜)

昭和44年8月16日～
17日

印刷・ペン

日付・掲載紙の書
込みあり。日付けに
関しては264の資料
のものも含む記
述ヵ。

1枚

266

Mideast： Hussein's
Hard Line
(『International Herald
Tribune』記事切抜)

昭和44年8月18日 印刷 1枚

267 Tentative Schedule 昭和44年8月19日
｢International Advisory
Committee｣出席に際しての旅
程表

印刷[カー
ボン(タイ
プ)]・鉛筆

書込みあり 2枚

268 〔晩餐会メニュー〕 昭和44年9月22日
｢International Advisory
Committee｣の晩餐会メニュー
と出席者名簿

印刷[活版] 1冊

269
France Urges Neutral
View On Mideast(新聞
記事切抜)

印刷
267・269の資料は
261の資料中に挿
入されていた

1枚

270 〔名刺〕
｢石坂泰三 第一生命保険相互
会社｣

印刷[活版] 同文3枚 3枚
3枚中2枚は259の資
料の後ろに挿入され
ていた
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4．辞令・履歴等

271 〔履歴書〕 石坂泰三
〔大正4年1月30日以
降〕

墨書
為替貯金局
履歴用紙

4枚

272 履歴書 石坂泰三 〔昭和14年9月以降〕
印刷[カー
ボン(タイ
プ)]・ペン

クリップ留め 1綴

273
委嘱状(財団法人結核
予防会理事)

財団法人結核予
防会総裁

石坂泰三 昭和20年12月16日 墨書 1枚

274 〔役職履歴〕 〔石坂泰三〕 〔昭和21年7月以前〕
印刷[カー
ボン(タイ
プ)]・鉛筆

2枚
274～276の資料は一
括されていた

275 〔役職一覧〕
274の資料記載組織の主要役
職一覧

印刷[カー
ボン(タイ
プ)]・鉛筆

クリップ留め 1綴

276 〔石坂家家系図　他〕 石坂家家系図 先祖関連記述
電子式複

写
家系図は同文2枚 4枚 家族間書簡、6通

277 履歴書 石坂泰三 昭和21年7月
印刷[カー
ボン(タイ

プ)]
クリップ留め 1綴

278 確認書 内閣総理大臣 石坂泰三 昭和22年1月22日
石坂泰三の公職追放非該当
者確認書

印刷[カー
ボン(タイ
プ)]・ペン

｢写｣印あり。同文7
枚。

7枚

278・279の資料は封
筒(表｢追放非該当者
確認証 No.25786 二
三、一、二二、付｣)一
括

279 確認書 内閣総理大臣 石坂泰三 昭和22年1月22日
石坂泰三の公職追放非該当
者確認書

印刷[活
版]・ペン

278の元資料 1枚
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280
委嘱状(財団法人結核
予防会副会長)

財団法人結核予
防会総裁

石坂泰三 昭和22年5月16日 墨書 1枚
280～282の資料は一
括されていた

281
委嘱状(財団法人結核
予防会理事ノ委嘱ヲ解
ク)

財団法人結核予
防会総裁

石坂泰三 昭和22年5月16日 墨書 1枚

282
委嘱状(財団法人結核
予防会評議員ノ委嘱ヲ
解ク)

財団法人結核予
防会総裁

石坂泰三 昭和22年5月16日 墨書 1枚

283 〔宮島清次郎書簡〕
宮島清次郎(社団
法人日本工業倶
楽部 理事長)

石坂泰三 昭和23年1月27日 理事・専務理事に就任相願う 墨書
社団法人日
本工業倶楽

部罫紙
1枚

284 〔藤沼庄平書簡〕
藤沼庄平(財団法
人東京警察後援
会 理事長)

石坂泰三 昭和23年5月6日
東京警察後援会理事就任を
願う

墨書 1枚

285 〔宮島清次郎書簡〕
宮島清次郎(社団
法人日本工業倶
楽部 理事長)

石坂泰三 昭和23年5月24日 引続き専務理事に重任相願う 墨書
社団法人日
本工業倶楽

部罫紙
1枚

286
委嘱状(浅草寺復興協
賛会顧問)

浅草寺復興協賛
会 会長

石坂泰三 昭和23年10月1日 墨書 浅草寺罫紙 1枚

287 〔履歴書〕 〔石坂泰三〕
〔昭和24年9月1日以
降〕

ペン 内閣罫紙
うち1枚は無地の便
箋。[内閣]罫紙のう
ち3枚は未記入。

5枚

288 委員委嘱について 電波監理長官
無線通信機械工
業会長

昭和24年9月20日
電波技術審議会委員委嘱を
発令したので宜敷く願いたい

ペン 電波庁罫紙 1枚

289
任命状(観光事業審議
会委員)

内閣総理大臣 石坂泰三 昭和25年3月4日 墨書 1枚

290
任命状(資金運用部資
金運用審議会委員)

内閣総理大臣 石坂泰三 昭和26年4月23日 墨書 1枚

291
〔東京都総務局学務課
審査係書簡〕

東京都総務局学
務課審査係

石坂泰三 昭和26年11月15日 教職指定解除について
印刷[カー
ボン(タイ
プ)]・ペン

1枚

291～293の資料は｢
東京芝浦電気株式会
社｣封筒(表｢教職指定
解除｣)一括
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292 指定解除書 文部大臣 石坂泰三 昭和26年10月31日
｢教職不適格者としての指定を
解除する。｣

印刷[カー
ボン(タイ
プ)]・ペン

1枚

293 教職適格確認書 文部大臣 石坂泰三 昭和26年10月31日

｢右の者は、昭和二十年十月
二十二日付連合国最高司令
官覚書日本教育制度に関する
管理政策、同月三十日付同覚
書教員及び教育関係者の調
査・除外・認可に関する件に掲
げてある条項に当らない者で
あることを確認する。｣

印刷[カー
ボン(タイ
プ)]・ペン

1枚

294
任命状(産業合理化審
議会委員)

通商産業大臣 石坂泰三 昭和27年1月15日

印刷[活
版]・印刷
[カーボン
(タイプ)]

1枚

295
任命状(資金運用部資
金運用審議会委員)

内閣総理大臣 石坂泰三 昭和28年4月23日 墨書 1枚

296 〔役職履歴〕 〔石坂泰三〕 〔昭和31年9月以降〕
印刷[カー
ボン(タイ
プ)]・ペン

ステープラー留め 1綴

297
任命状(金融制度調査
会委員)

大蔵大臣 石坂泰三 昭和32年6月20日 墨書 大蔵省罫紙 1枚

298
通商産業省 人事異動
通知書(通商産業省顧
問)

通商産業大臣 石坂泰三 昭和32年10月20日

印刷[活
版]・印刷
[カーボン
(タイプ)]

1枚
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299
通商産業省 人事異動
通知書(産業合理化審
議会委員)

通商産業大臣 石坂泰三 昭和32年12月1日

印刷[活
版]・印刷
[カーボン
(タイプ)]

1枚

300 感謝状
日本経営者団体
連盟

石坂泰三 昭和33年4月17日
日本経営者団体連盟創立十
周年記念式典挙行に当っての
感謝状

墨書 1枚

301
任命書(高野山東京別
院評議員)

総本山金剛峯寺
座主

石坂泰三 昭和33年6月15日 墨書 1枚

302
任命状(日本観光協会
設立委員)

運輸大臣 石坂泰三 昭和34年3月24日 墨書 1枚

303
任命状(日本開発銀行
参与)

日本開発銀行総
裁

石坂泰三 昭和34年5月25日 墨書 1枚

304 〔宮島清次郎書簡〕
宮島清次郎(社団
法人日本工業倶
楽部 理事長)

石坂泰三 昭和35年1月25日
評議員重任・理事に当選・専
務理事に重任相願う

墨書
社団法人日
本工業倶楽

部罫紙
1枚

305
委嘱状(東京商工会議
所顧問)

東京商工会議所 石坂泰三 昭和35年3月11日 墨書 1枚

306 賀状
諸井貫一(日本経
営者団体連盟 代
表常任理事)

石坂泰三 昭和35年11月3日
石坂泰三の藍綬褒章受賞を
祝う

墨書 1枚

307
任命状(海外経済協力
基金設立委員)

経済企画庁長官 石坂泰三 昭和36年1月 墨書 1枚

308
任命状(日本原子力研
究所顧問)

内閣総理大臣 石坂泰三 昭和36年4月6日 墨書 1枚

309
委嘱状(国際商業会議
所日本国内委員会顧
問)

国際商業会議所
日本国内委員会
会長

石坂泰三 昭和36年9月5日
印刷[活
版]・墨書

｢イ｣を丸囲いした鉛
筆書きあり

1枚

310
通商産業省 人事異動
通知書(輸出保険審議
会委員)

通商産業大臣 石坂泰三 昭和37年4月1日

印刷[活
版]・印刷
[カーボン
(タイプ)]

1枚
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311
任命状(海外技術協力
事業団設立委員)

外務大臣 石坂泰三 昭和37年5月24日
印刷[カー
ボン(タイ

プ)]
外務省罫紙 1枚

312 任命状(日本銀行参与) 大蔵大臣 石坂泰三 昭和37年7月12日 墨書 1枚

313 任命状(外務省顧問)
外務大臣臨時代
理 内閣総理大臣

石坂泰三 昭和37年10月4日
印刷[カー
ボン(タイ

プ)]
外務省罫紙 1枚

314
任命状(日本開発銀行
参与)

日本開発銀行総
裁

石坂泰三 昭和38年5月25日 墨書 1枚

315
推戴書(ボーイスカウト
日本連盟 総裁)

ボーイスカウト日
本連盟

石坂泰三 昭和39年5月17日
印刷[活
版]・墨書

1枚

316 委嘱状(明治神宮総代) 明治神宮宮司 石坂泰三 昭和39年12月23日 墨書
明治神宮罫

紙
1枚

317
任命状(日本開発銀行
参与)

日本開発銀行総
裁

石坂泰三 昭和40年5月25日 墨書 1枚

318
免職状(願により日本原
子力研究所顧問を免ず
る)

内閣総理大臣 石坂泰三 昭和40年7月6日 墨書 1枚

319
大蔵省 人事異動通知
書 辞令(保険審議会委
員)

大蔵大臣 石坂泰三 昭和40年7月7日

印刷[活
版]・印刷
[カーボン
(タイプ)]

1枚

320
文部省 人事異動通知
書(国立科学博物館評
議員会評議員)

文部大臣 石坂泰三 昭和40年10月1日

印刷[活
版]・印刷
[カーボン
(タイプ)]

1枚

321 委嘱状(神宮評議員) 神宮大宮司 石坂泰三 昭和40年10月25日 墨書 1枚
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322 Telegram 石坂泰三 昭和41年3月24日
大英帝国勲章(KBE)受賞を知
らせる電報

印刷[カー
ボン(タイ

プ)]
1枚

323
委嘱状(明治100年記念
準備会意義委員)

内閣総理大臣 石坂泰三 昭和41年4月15日 墨書 1枚

324
〔感謝状〕(第3回世界消
化器病学会)

S.Kawashima(Pres
ident)・(Secretary
General)

石坂泰三 昭和41年9月24日
｢第三回世界消化器病学会に
対する貴殿の功労を感謝し本
状をささげるものであります。｣

印刷[活
版]・ペン

1枚

325
大蔵省 人事異動通知
書 辞令(国有財産中央
審議会委員)

大蔵大臣 石坂泰三 昭和41年11月21日

印刷[活
版]・印刷
[カーボン
(タイプ)]

1枚

326
委嘱状(財団法人 日本
体育協会 顧問)

財団法人 日本体
育協会 会長

石坂泰三 昭和42年4月5日
印刷[カー
ボン(タイ

プ)]
1枚

327
任命状(日本開発銀行
参与)

日本開発銀行総
裁

石坂泰三 昭和42年5月25日 墨書 1枚

328
任命状(動力炉核燃料
開発事業団設立委員)

内閣総理大臣 石坂泰三 昭和42年8月1日 墨書 1枚

329
委嘱状(第22回国民体
育大会秋季大会大会
顧問)

第22回国民体育
大会会長

石坂泰三 昭和42年9月1日
印刷[活
版]・墨書

1枚

330
委嘱状(第24回国民体
育大会冬季大会(ス
キー競技会)大会顧問)

第24回国民体育
大会会長

石坂泰三 昭和44年1月4日
印刷[活
版]・墨書

1枚

331

委嘱状(第24回国民体
育大会冬季大会(ス
ケート競技会)大会顧
問)

第24回国民体育
大会会長

石坂泰三 昭和44年1月4日
印刷[活
版]・墨書

1枚
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332
委嘱状(高野山東京別
院寺院総代)

高野山真言宗管
長

石坂泰三 昭和44年3月31日 墨書
高野山真言

宗罫紙
1枚

333
大蔵省 人事異動通知
書 辞令(保険審議会委
員)

大蔵大臣 石坂泰三 昭和44年7月7日

印刷[活
版]・印刷
[カーボン
(タイプ)]

1枚

334
委嘱状(第24回国民体
育大会夏季大会 大会
顧問)

第24回国民体育
大会会長

石坂泰三 昭和44年8月7日
印刷[活
版]・墨書

1枚

335
人事異動通知書(航空
審議会委員)

運輸大臣 石坂泰三 昭和45年6月5日

印刷[活
版]・印刷
[カーボン
(タイプ)]

1枚

336
依嘱状(社会福祉法人
恩賜財団母子愛育会
会長)

社会福祉法人恩
賜財団母子愛育
会総裁

石坂泰三 昭和46年4月20日 墨書 1枚

272～277・280～290・
294～336の資料は封
筒(表｢辞令　父上｣と
ペン書きあり)に封入

337
〔日本工業倶楽部書
簡〕

日本工業倶楽部 石坂泰三 昭和47年1月28日
評議員重任・理事に当選・専
務理事に重任相願う

墨書
社団法人日
本工業倶楽

部罫紙
1通

5．石坂泰三追悼関係

338 1
〔石坂泰三逝去通知
(〔『読売新聞』〕記事切
抜)〕

土光敏夫(葬儀委
員長)・石坂一義
(喪主)・石坂泰夫
他

昭和50年3月8日

｢石坂泰三儀病気加療中のと
ころ三月六日午前五時四十分
逝去いたしましたここに生前の
ご厚誼を深謝し謹んでご通知
申しあげます｣

印刷
338-1・2の資料は
アルバムの同一頁
に封入

2枚

338の資料は｢Free
KOKUYO/Free
Album｣(背表紙｢石坂
泰三を悼むの記 昭和
五十年三月｣とペン書
きあり)に封入

338 2
〔石坂泰三逝去通知(新
聞記事切抜)〕

大河内記念会・河
上記念財団・結核
予防会　他

昭和50年3月9日

｢石坂泰三儀病気加療中のと
ころ三月六日午前五時四十分
逝去いたしましたここに生前の
ご厚誼を深謝し謹んでご通知
申しあげます｣

印刷 同文2枚 2枚
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338 3

財界総理、静かな大往
生 各界から続々弔問
客(『日本経済新聞』夕
刊記事切抜)

昭和50年3月6日 印刷
333-3・4の資料は
アルバムの同一頁
に封入

1枚

338 4
石坂泰三氏死去(『日本
経済新聞』夕刊記事切
抜)

〔昭和50年3月6日〕 印刷 1枚

338 5
政調経済の担い手演じ
た石坂氏(『日本経済新
聞』夕刊記事切抜)

〔昭和50年3月6日〕 印刷 1枚

338 6
石坂泰三氏死去(『読売
新聞』夕刊記事切抜)

昭和50年3月6日 印刷
338-6・7の資料は
アルバムの同一頁
に封入

1枚

338 7
石坂泰三さんをしのぶ
(『読売新聞』夕刊記事
切抜)

〔昭和50年3月6日〕 印刷 1枚

338 8
石坂泰三氏死去(『毎日
新聞』夕刊記事切抜)

昭和50年3月6日 印刷
338-8・9の資料は
アルバムの同一頁
に封入

1枚

338 9
石坂泰三氏(経団連名
誉会長)死去(『朝日新
聞』夕刊記事切抜)

昭和50年3月6日 印刷 1枚

338 10
石坂泰三氏を悼む(『朝
日新聞』夕刊記事切抜)

〔昭和50年3月6日〕 印刷 1枚

338 11

"財界総理"曲がり角の
死 硬骨とユーモア ｢妻
に会えるのが楽しみ｣
(『東京新聞』夕刊記事
切抜)

昭和50年3月6日 印刷
338-11～14の資料
はアルバムの同一
頁に封入

1枚

338 12
故石坂泰三氏を悼む
(『東京新聞』夕刊記事
切抜)

〔昭和50年3月6日〕 印刷 1枚

338 13
石坂泰三氏(『東京新
聞』夕刊記事切抜)

〔昭和50年3月6日〕 印刷 1枚
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338 14
余録(『毎日新聞』夕刊
記事切抜)

〔昭和50年3月7日〕 石坂泰三死去関連 印刷 1枚

338 15
多くの名言残し "財界
総理"の石坂翁(『サンケ
イ新聞』夕刊記事切抜)

昭和50年3月6日 印刷
338-15・16の資料
はアルバムの同一
頁に封入

1枚

338 16
石坂泰三氏を悼む(『サ
ンケイ新聞』夕刊記事
切抜)

〔昭和50年3月6日〕 印刷 1枚

338 17
経団連名誉会長石坂
泰三氏死去(『サンケイ
新聞』夕刊記事切抜)

昭和50年3月6日 印刷 1枚

338 18
石坂泰三氏逝去 88歳、
戦後財界市に一つの幕
(『夕刊フジ』記事切抜)

昭和50年3月7日 印刷 1枚

338 19

Japanese Business
Leader Taizo Ishizaka
Dies at 88(『Los
Angeles Times』記事切
抜)

昭和50年3月7日 印刷
338-19・20の資料
はアルバムの同一
頁に封入

1枚

338 20

財界大御所、石坂氏が
死去 日本経済に一時
代を画す(新聞記事切
抜)

印刷 1枚

338 21
首相官邸 6日(『日本経
済新聞』記事切抜)

昭和50年3月7日
｢午後8時50分 渋谷区松濤の
故石坂泰三氏を弔問。官邸
へ。｣

印刷
338-21～23の資料
はアルバムの同一
頁に封入

1枚

338 22

Taizo Ishizaka Is Dead
at 88; Industrialist
Headed Expo '70(『THE
NEW YORK TIMES』記
事切抜コピー)

昭和50年3月7日
電子式複

写
340-2と同一内容
資料

1枚

338 23

気流 巨星を悼む財界
人 ｢天国から怒られそ
う｣(『朝日新聞』記事切
抜)

昭和50年3月7日 印刷 1枚
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338 24
余録(『毎日新聞』夕刊
記事切抜)

昭和50年3月7日 石坂泰三死去関連 印刷

338-14と同一資
料。338-24～26の
資料はアルバムの
同一頁に封入。

1枚

338 25
石坂泰三氏(『東京タイ
ムズ』記事切抜)

昭和50年3月7日 印刷 1枚

338 26
"巨星"石坂泰三氏をい
たむ(『東京タイムズ』記
事切抜)

昭和50年3月7日 印刷 1枚

338 27

"石坂スピリット"の昇華
を強調 訃報に接しガッ
クリ、土光さん(『サンケ
イ新聞』記事切抜)

昭和50年3月7日 印刷 1枚

338 28
一つの時代の終わり 石
坂泰三氏の死に思う
(『毎日新聞』記事切抜)

西和夫(毎日新聞
社(東京)経済部
長)

昭和50年3月7日 印刷
338-28・29の資料
はアルバムの同一
頁に封入

1枚

338 29

気流 巨星を悼む財界
人 ｢天国から怒られそ
う｣(『朝日新聞』記事切
抜)

昭和50年3月7日 印刷 338-23と同一資料 1枚

338 30

Financial Magnate
Taizo Ishizaka
Dies(『The Japan
Times』記事切抜)

昭和50年3月7日 印刷
338-30・31の資料
はアルバムの同一
頁に封入

2枚

338 31
石坂泰三氏が死去
(『THE WORLD DAILY
NEWS』記事切抜)

〔昭和50年〕3月7日 印刷 1枚

338 32
春秋(『日本経済新聞』
記事切抜)

昭和50年3月8日 石坂泰三死去にも触れる 印刷
338-32・33の資料
はアルバムの同一
頁に封入

1枚

338 33

Business Weathervane
Baptized to Join Dead
Wife(『ASAHI EVENING
NEWS』記事切抜)

昭和50年3月8日 印刷 1枚
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338 34
天国行きのバス(『日本
経済新聞』記事切抜)

石田礼助(元国鉄
総裁)

昭和50年3月11日 印刷
338-34～37の資料
はアルバムの同一
頁に封入

1枚

338 35
Obituary(『The Japan
Times』記事切抜)

昭和50年3月10日 石坂泰三葬儀・告別式の案内 印刷 1枚

338 36
故石坂泰三氏に旭日桐
花大綬章(『朝日新聞』
夕刊記事切抜)

昭和50年3月11日 印刷 1枚

338 37
Taizo Ishizaka To Be
Honored(『The Japan
Times』記事切抜)

昭和50年3月12日 印刷 1枚

338 38 座席区分券
〔昭和50年3月14日以
前〕

石坂泰三葬儀・告別式の座席
区分券｢御親族席｣

墨書・ペン

｢御親族席｣とペン
書きあり。本資料は
アルバムブック内紙
製ポケット(338-39
～45の資料封入)
に貼付。

1枚

338 39
〔石坂泰三葬儀・告別
式主宰者一覧〕

338-1・2の資料の個人・団体
名列挙部分の複写

電子式複
写

｢資料 第1｣印あり。
338-39～45の資料
はアルバムブック内
紙製ポケットに封
入。

1枚
338-39～44の資料は
一括されていた

338 40 集会届
花村仁八郎(経済
団体連合会 専務
理事)

麹町警察署長 昭和50年3月7日
石坂泰三の葬儀につき、警備
ならびに交通整理等｢ご高配
賜りますよう｣お願い

電子式複
写

｢資料 第2｣印あり 2枚

338 41 日本武道館案内図 〔昭和50年〕3月8日 地図 見取図 座席配置図
電子式複

写
｢資料 第3｣印あり 6枚

338 42 運営委員会名簿 団体・社名 役職 氏名　他
電子式複

写
｢資料 第5｣印あり 1枚

338 43 動員計画表 係名 人員 総括責任団体　他
電子式複

写
｢資料 第6｣印あり 2枚

338 44 各係の業務内容等
係名 集合又は待機場所 業務
内容

電子式複
写

｢資料 第7｣印あり 2枚
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資料
番号

枝番 タイトル 作成者 宛先 年月日 内容 記述法 用紙 備考 数量 付属資料 合綴注記

338 45 故石坂泰三合同葬儀
杉山装飾舞台株
式会社

〔昭和50年〕3月10日 葬儀会場見取図
印刷[青
焼]・鉛筆

1枚

338 46
一つの時代の終わり 石
坂泰三氏の死に思う
(『毎日新聞』記事切抜)

西和夫(毎日新聞
社(東京)経済部
長)

昭和50年3月7日 印刷

338-28と同一資
料。338-46・47の資
料はアルバムの同
一頁に封入。

1枚

338 47

"財界総理"しのぶ 参列
者は7000人 石坂さん、
盛大な葬儀(『日本経済
新聞』記事切抜)

昭和50年3月15日 印刷 1枚

338 48

ミサの中、しめやかに
石坂泰三氏の合同葬儀
(『毎日新聞』夕刊記事
切抜)

昭和50年3月14日 印刷
338-48・49の資料
はアルバムの同一
頁に封入

1枚

338 49

一万五千人が参列 武
道館で石坂泰三氏の葬
儀(『朝日新聞』夕刊記
事切抜)

昭和50年3月14日 印刷 1枚

338 50
首相官邸(『日本経済新
聞』記事切抜)

昭和50年3月16日
｢午前11時5分 故石坂元経団
連会長の遺族が葬儀参列の
お礼に。｣

印刷
338-50～52の資料
はアルバムの同一
頁に封入

1枚

338 51
石坂泰三氏(『カトリック
新聞』記事切抜)

印刷 1枚

338 52
ムダない葬儀考えてみ
る時(『朝日新聞』記事
切抜)

菅野吾童(横須賀
市 団体職員)

昭和50年3月21日
故石坂氏の葬儀に対する指示
と示唆するところを考える

印刷 1枚

338 53

不況の春に逝った石坂
氏の財界への"遺訓
"(『サンデー毎日』記事
切抜)

武石和風(評論家) 〔昭和50年3月23日〕 印刷 通巻2953号 1枚

339 弔辞
土光敏夫(葬儀委
員長)

石坂泰三 昭和50年3月14日 石坂泰三の葬儀における弔辞 墨書・鉛筆 継紙 1枚 包紙(表｢弔辞｣)

340 1 履歴書
〔昭和50年3月6日以
降〕

石坂泰三の履歴書 印刷[活版] ステープラー留め 1綴

340の資料はクリア
ファイル(表｢Special
Lihit Clear Book｣)一
括
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資料
番号

枝番 タイトル 作成者 宛先 年月日 内容 記述法 用紙 備考 数量 付属資料 合綴注記

340 2

Taizo Ishizaka Is Dead
at 88; Industrialist
Headed Expo '70(『The
New York Times』記事
切抜)

昭和50年3月7日 印刷 1枚

340 3
｢心臓財団ニュース｣第8
号

日本心臓財団 昭和50年4月1日
｢石坂泰三顧問｣〔死亡記事〕
他

印刷[活版] 1部

340 4
財団法人 日本心臓財
団 役員名簿

｢顧問 石坂泰三｣の名あり
印刷[ワー

プロ]
1枚

340 5 〔寺尾一郎書簡〕
寺尾一郎(ボーイ
スカウト日本連盟
理事長)

三浦勇三 昭和50年4月30日
｢ボーイスカウト日本連盟総裁
故石坂泰三先生ご遺品の贈
呈式について｣

印刷[ワー
プロ]・ペン

｢日連發第108号
(広)｣とあり

1枚
｢ボーイスカウト日本
連盟｣封筒(表｢渋谷区
三浦勇三様｣)1枚

340 6 ｢相互｣No.84
第一生命保険相
互会社(内務研修
課)

昭和50年5月
｢相談役 石坂泰三氏追悼特
集｣

印刷[活版] 2冊

うち1冊は342の資料
封入のクリアファイル
の後ろに封入されて
いた

340 7 ｢イタリアーナ｣Vol.3
日本イタリア京都
会館

昭和50年3月20日
｢消息｣欄に石坂泰三の死亡
記事あり

印刷[活版] 1冊

340 8
｢月刊 保険評論｣
No.329

保険評論社 昭和50年5月1日
｢巨星墜つ！ 財界の指導者・
人生の大先達 石坂泰三翁を
偲んで！｣　他

印刷[活版] 1冊

340 9 ｢東芝ライフ｣No.218
東京芝浦電気株
式会社・人材開発
部

昭和50年5月15日
｢石坂さん 永久にさようなら｣
他

印刷[活版] 1冊

340 10 ｢向陵｣Vol.ⅩⅦ 一高同窓会 昭和50年4月30日 ｢石坂泰三翁を偲ぶ｣　他 印刷[活版] 1冊

340 11 石坂泰三翁に学ぶもの 石井千明 昭和50年3月20日
印刷[活
版]・ペン

1冊

340 12 〔石井千明書簡〕 石井千明 昭和50年4月
石坂泰三先生の御恩顧のあと
のひとふしを録るしましてご霊
前に捧げることといたしました

印刷[活版] 340-11の封入資料 1枚

340 13 ｢会報｣第95号 日本工業倶楽部 昭和50年5月31日
｢前理事長石坂泰三君追悼の
頁｣　他

印刷[活版] 2冊
うち1冊は346の資料
の後ろに封入されて
いた
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枝番 タイトル 作成者 宛先 年月日 内容 記述法 用紙 備考 数量 付属資料 合綴注記

340 14 ｢あけび｣第46巻第5号 あけび発行所 昭和50年5月1日
湯川政治の石坂泰三追悼短
歌収録

印刷[活版] 1冊

341 1
｢経団連月報｣第23巻4
号

経済団体連合会 昭和50年4月1日 ｢石坂泰三名誉会長逝く｣　他 印刷[活版] 1冊

341の資料はクリア
ファイル(表｢Special
Lihit Clear Book｣)一
括

341 2 御逝去を悼みまつりて 清水勝子 石坂泰三哀悼の長歌 ペン
341-2～7の資料は
同一クリアポケット
に封入

3枚

341 3 〔湯川政治書簡〕 湯川政治 宮尾室長 昭和50年4月2日

｢京都の清水勝子さまから哀悼
の長歌を送って来られました
ので、私が説明付けておきまし
た。私も短歌数首を詠みました
ので併せて同封致します。｣

ペン
日本電球工
業会便箋

341-3～7の資料は
クリップ一括

1枚

341 4 〔清水勝子書簡〕 〔清水勝子〕 湯川政治 〔昭和50年〕3月27日
｢石坂泰三様ご逝去｣に際し｢
御悼みの長歌｣を同封の旨伝
える

ペン 2枚

341 5 御逝去を悼みまつりて
清水勝子・湯川政
治[訂正]

341-3の資料の加筆訂正版 ペン・鉛筆
｢赤字は湯川訂正｣
とあり

3枚

341 6 御逝去を悼み
清水勝子・湯川政
治[説明]

341-5の資料の内容説明文 ペン 3枚

341 7 哀悼 湯川政治 短歌 ペン 3枚

341 8 ｢TIME｣第105巻11号 TIME Inc. 昭和50年3月17日 ｢Died: Taizo Ishizaka｣　他 印刷[活版] 栞封入あり 1冊

341 9
｢Newsweek｣第85巻第
11号

Newsweek Inc. 昭和50年3月17日 ｢Died: Taizo Ishizaka｣　他 印刷[活版] 栞封入あり 1冊

341 10 ｢アカツキ｣No.540 日本青年協会 昭和50年4月1日 ｢石坂泰三君を悼む｣　他 印刷[活版] 同文2枚 2部

341 11
｢スカウティング｣第262
号

ボーイスカウト日
本連盟

昭和50年5月1日 ｢石坂総裁を偲んで｣　他 印刷[活版] 1冊

341 12

松永安左エ門と石坂泰
三 ｢明治100年｣が作っ
たでかい気概とその風
格(｢NIKKEI
BUSINESS｣記事切抜コ
ピー)

阪口昭 昭和50年4月14日
電子式複

写
4枚
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341 13
日経歌壇(『日本経済新
聞』記事切抜)

松崎芳伸 昭和50年4月11日
｢天国の妻のかたへに行かんと
ぞいまはの際に改宗せし人(石
坂泰三氏)｣

印刷
341-13・14の資料
は同一クリアポケッ
トに封入

3枚

341 14

少年よこの勲章を・・・・
故石坂泰三氏の遺品
ボーイスカウトへ(『日本
経済新聞』記事切抜)

昭和50年4月25日 印刷 2枚

341 15
巨人・石坂泰三の遺言
(『選択』記事切抜)

武石和風 昭和50年4月 印刷 4枚

341 16

Ishizaka Dies--
Business Leader(『San
Francisco Chronicle』記
事切抜)

昭和50年3月7日 印刷 2枚

342 1

石坂泰三氏合同葬儀 ミ
サの中、しめやかに(｢総
務特報｣第1745号記事
切抜)

〔昭和50年〕3月20日 印刷 1枚

342の資料はクリア
ファイル(表｢Special
Lihit Clear Book｣)一
括

342 2

随想 巨星とのふれ合い
故石坂泰三翁を偲ぶ
(『科学工業日報』記事
切抜コピー)

井上尚一 〔昭和50年〕3月17日
電子式複

写
同文2枚が同一クリ
アポケットに封入

2枚

342 3
石坂さんを悼む(『実業
の日本』記事切抜)

寺沢栄一(本社
〔実業之日本社〕
元編集局長)

昭和50年4月15日 印刷 2枚

342 4
特別座談会明治のロマ
ンに生きた石坂泰三
(『財界』記事切抜)

土光敏夫(経済団
体連合会会長)・
永野重雄(日本商
工会議所会頭)・
桜田武(日本経営
者連盟会長)他

昭和50年4月15日 印刷 4枚

342 5

｢財界総理の足あと―経
団連名誉会長・石坂泰
三さんをしのぶ｣(『財
界』23(7)記事切抜)

〔昭和50年4月〕 印刷 3枚
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343 1

The Personal
Philosophy and
Achievements of Taizo
Ishizaka(『TOSHIBA
NEWSLETTER』No.152
記事切抜)

昭和50年3月 印刷 1枚

343の資料はクリア
ファイル(表｢Special
Lihit Clear Book｣)に
封入

343 2

Toshiba Counselor
Taizo Ishizaka
Dies(『TOSHIBA
NEWSLETTER』No.152
記事切抜)

昭和50年3月 印刷 1枚

343 3
財界総理・石坂泰三の
大往生人生(『現代』記
事切抜)

三鬼陽之助(経済
評論家)

昭和50年5月 印刷 6枚

343 4
ずいひつ 石坂さんの思
い出(『財界』記事切抜)

岩田弐夫(東京芝
浦電気副社長)

昭和50年4月15日 印刷 2枚

343 5

年輪刻む老人の首 名
古屋・丸栄スカイル画廊
高田博厚展(『中日新
聞』〔夕刊〕記事切抜コ
ピー)

昭和50年3月27日
高田博厚作｢石坂泰三｣の写
真あり

印刷 1枚

344 ｢阪急｣237号
阪急百貨店共栄
会

昭和50年4月20日
｢相談役 石坂泰三殿 御逝去｣
他

印刷[活版] 1冊

345 ｢心｣第28巻第5号 生成会 昭和50年5月1日 ｢石坂泰三追悼｣　他 印刷[活版] 付箋あり 1冊

346 ｢学士会会報｣No.728 学士会 昭和50年6月25日
東畑精一｢石坂泰三さんを偲
ぶ｣　他

印刷[活版] 1冊

347
財界版 芸は身を助く
(『毎日新聞』記事切抜)

昭和50年7月13日 印刷 1枚

347の資料はクリア
ファイル(表｢Special
Lihit Clear Book｣)に
封入

348 1

惜別’75 人間悲劇 フィ
ナーレ 世直しに妙手無
かった石坂"帝王"(『毎
日新聞』夕刊記事切抜)

〔昭和50年〕12月27日 印刷 1枚
348の資料は同一用
紙に貼付
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348 2
石坂泰三氏一周忌で追
悼会(『日本経済新聞』
記事切抜コピー)

〔昭和51年〕3月6日 印刷
350-3と同一内容の
資料

1枚

348 3

情報ファイル 清潔さし
のぶ石坂氏追悼会(『朝
日新聞』記事切抜コ
ピー)

〔昭和51年〕3月6日 印刷
351-1と同一内容の
資料

1枚

348 4
故石坂氏一周忌の追悼
会(『毎日新聞』記事切
抜)

〔昭和51年〕3月6日 印刷 1枚

348 5

経団連｢石坂記念財団｣
を設立 ｢国際交流を｣の
遺志生かす(『日本経済
新聞』記事切抜)

〔昭和51年〕3月5日 印刷 1枚

348 6
回転イス 一周忌に思い
新た(『日本経済新聞』
記事切抜コピー)

〔昭和51年〕3月6日 印刷
350-2と同一内容の
資料

1枚

349 〔石坂泰三遺族書簡〕
石坂一義・石坂泰
夫・石坂泰彦　他

昭和51年3月

｢亡父 石坂泰三 一周忌に際
しましてはお心のこもった ご供
花 ご供物を賜り誠に有難うご
ざいました 略儀乍ら書中を以
て厚く御礼申し上げます｣

印刷[活版] 1通
封筒(裏｢東京都渋谷
区 石坂｣)

350 1

ロ社事件、石坂さんはど
う思う 1周忌に1500人
(『サンケイ新聞』記事切
抜コピー)

〔昭和51年〕3月6日
電子式複

写
1枚

350の資料は同一用
紙に貼付られたものを
コピーした資料。350・
351の資料はクリップ
一括。

350 2
回転イス 一周忌に思い
新た(『日本経済新聞』
記事切抜コピー)

〔昭和51年〕3月6日
電子式複

写
1枚

350 3
石坂泰三氏一周忌で追
悼会(『日本経済新聞』
記事切抜コピー)

〔昭和51年〕3月6日
電子式複

写
1枚
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351 1

情報ファイル 清潔さし
のぶ石坂氏追悼会(『朝
日新聞』記事切抜コ
ピー)

〔昭和51年〕3月6日
電子式複

写
1枚

351の資料は同一用
紙に貼付られたものを
コピーした資料

351 2
故石坂元経団連会長の
追悼式開く(『日本工業
新聞』記事切抜コピー)

〔昭和51年〕3月6日
電子式複

写
1枚

351 3
故石坂泰三氏の追悼会
(『日刊工業新聞』記事
切抜コピー)

〔昭和51年〕3月6日
電子式複

写
1枚

351 4
千人が石坂さんしのぶ
追悼会開く(『読売新聞』
記事切抜)

〔昭和51年〕3月6日
電子式複

写
1枚

352
巨星去り一年 二氏が思
い出語る(『電気新聞』
記事切抜コピー)

岩田弐夫(東芝副
社長)・湯川政治
(日本電球工業会
顧問)

〔昭和51年〕3月8日
電子式複

写
1枚

353 〔名刺〕

｢石坂泰三 第一生命保険相互
会社｣ ｢〔宮内庁長官官房〕主
計課長 大槻章雄｣ ｢株式会社
阪急百貨店 専務取締役 朝野
恒次郎｣　他

印刷[活
版]・ペン

一部名刺には墓
前・霊前への供え
物・それへのお礼
に関するペン書き
あり

25枚

353～355の資料は
604・611・836の資料と
共に封筒(表｢石坂泰
川翁送筆御返却分
重要 21｣)一括

354 〔住所録〕 氏名 届け先 鉛筆・ペン Toshiba便箋
349の関係資料(届
け先)ヵ

6枚

355 〔人名・住所覚書〕 ペン
349の関係資料(供
花・供物への返礼
先)ヵ

3枚
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6．石坂泰三七周忌

356 〔元吉清之丞書簡〕 元吉清之丞 石坂泰彦 昭和56年2月10日
｢石坂泰三七周忌の会｣欠席
の連絡　他

墨書
東京はい原

製便箋

356～406の資料は
｢経済団体連合会｣
封筒(表｢(父上)泰
三七回忌書類｣とペ
ン書きあり)一括

1通

356～406の資料は包
紙(表｢Ｍｒ&Mrs
Y.Miura｣とペン書きあ
り)一括

357 〔後藤達郎書簡〕 後藤達郎 石坂家御一同 〔昭和56年〕2月12日
｢石坂泰三七周忌の会｣欠席
の連絡

ペン 1通

358 〔Jean書簡〕 Jean 三浦智子 昭和56年2月12日
｢石坂泰三七周忌の会｣出席
希望　他

ペン 1通

359 〔中江利忠書簡〕 中江利忠 石坂泰彦 昭和56年2月23日
｢石坂泰三七周忌の会｣出席
の連絡

印刷[活
版]・ペン

1通

360 〔Baron Goto封筒〕 Baron Goto 三浦智子 昭和56年2月24日 未開封封筒 ペン 1通

361 〔Katsuro Miho書簡〕 Katsuro Miho Shunsuke Miyao 昭和56年2月24日

石坂泰三七周忌欠席のお詫
びとその理由を〔三浦〕智子・
〔石坂〕信雄両名に伝えること
を願う

印刷[ワー
プロ]・ペン

1通

362 〔土師一夫書簡〕 土師一夫 石坂泰彦 〔昭和56年〕2月27日
｢石坂泰三七周忌の会｣欠席
の連絡

ペン 1通

363 〔東龍太郎書簡〕 東龍太郎 石坂泰彦 昭和56年2月28日
｢石坂泰三七周忌の会｣欠席
の連絡

印刷[活
版]・ペン

1通

364 〔松平忠晃書簡〕 松平忠晃 石坂泰彦 昭和56年2月28日
｢石坂泰三七周忌の会｣出席
の連絡

印刷[活
版]・ペン

1通

365 〔J.Ishizaka書簡〕 J.Ishizaka 三浦智子 昭和56年3月1日
｢伯父上七周忌の御案内｣お
送りいただいたことへの御礼
他

ペン 1通

366 〔山根銀一書簡〕 山根銀一 石坂泰彦 昭和56年3月2日
｢石坂泰三七周忌の会｣出席
の連絡

印刷[活
版]・墨書

1通

367 〔中山素平書簡〕 中山素平 石坂泰彦 昭和56年3月3日
｢石坂泰三七周忌の会｣欠席
の連絡

印刷[活
版]・ペン

1通
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368 〔堀田庄三書簡〕 堀田庄三 石坂泰彦 昭和56年3月3日
｢石坂泰三七周忌の会｣欠席
の連絡

印刷[活
版]・ペン

1通

369 〔延命直松書簡〕 延命直松 石坂泰彦 昭和56年3月4日
｢石坂泰三七周忌の会｣欠席
及び代理出席人の連絡

印刷[活
版]・ペン

1通

370 〔河合良一書簡〕 河合良一 石坂泰彦 昭和56年3月4日
｢石坂泰三七周忌の会｣出席
の連絡

印刷[活
版]・ペン

1通

371
〔Yoshie and Tad Fujita
書簡〕

Yoshie and Tad
Fujita

〔三浦勇三・智子〕 昭和56年3月4日
七周忌に際しての石坂泰三に
関する追憶　他

印刷[ワー
プロ]・ペン

｢藤田｣印あり 1通

372 〔盛田昭夫書簡〕 盛田昭夫 石坂一義
〔昭和56年3月6日以
前〕

｢石坂泰三七周忌の会｣欠席
の連絡

ペン 1通

373 〔公成・照子書簡〕 公成・照子 三浦智子
〔昭和56年3月6日以
前〕

石坂泰三七周忌関連及び近
況についての話

ペン 1通

374 父上七回忌 昭和56年3月6日 御花料・生花　他頂き物メモ ペン 1冊

375 〔不明書簡〕 石坂一義 〔昭和56年〕3月7日
石坂泰三七周忌への招待と｢
無事是貴人｣に対する御礼

ペン 1通

376 〔田村義輝書簡〕
田村義輝(第一生
命梧交会理事長)

石坂家御一同 〔昭和56年〕3月7日
石坂泰三七周忌への招待と｢
無事是貴人｣に対する御礼

ペン 1通

377 〔堀江薫雄・幸子書簡〕 堀江薫雄・幸子
石坂一義・泰夫・
泰彦　他

昭和56年3月8日
石坂泰三七周忌への招待と｢
無事是貴人｣御恵贈への御礼

ペン 1通

378 〔石坂禄朗書簡〕 石坂禄朗
三浦智子・石坂泰
彦

昭和56年3月8日
石坂泰三七周忌と｢無事是貴
人｣編集の労をねぎらう

ペン 1通

379 〔服部謙太郎書簡〕 服部謙太郎 石坂一義 昭和56年3月9日 ｢無事是貴人｣の読後感と御礼 ペン 1通

380 〔伊藤英吉書簡〕 伊藤英吉 石坂一義 昭和56年3月9日
石坂泰三七周忌への招待の
御礼

印刷[ワー
プロ]・ペン

1通
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381 〔武石和風書簡〕 武石和風 石坂泰彦 昭和56年3月9日
石坂泰三七周忌への招待と｢
無事是貴人｣に対する御礼

ペン 1通

382 〔武石和風書簡〕 武石和風 三浦勇三・智子 昭和56年3月9日
石坂泰三七周忌への招待と｢
無事是貴人｣に対する御礼

ペン 1通

383 〔日向方齊封筒〕 日向方齊 石坂一義 昭和56年3月11日 墨書・ペン
表面に｢(中身は目
下手許にない)｣と
ペン書きあり

1枚

384 〔松尾ふみ書簡〕 松尾ふみ 三浦智子 昭和56年3月14日
石坂泰三七周忌への招待と｢
無事是貴人｣に対する御礼

墨書 1通

385 〔Katsura Miho書簡〕 Katsura Miho 〔三浦智子〕 昭和56年3月25日
｢book of memorial of your
father｣への御礼　他

ペン 三越便箋 1通

386 〔吉田弘子書簡〕 吉田弘子 石坂・三浦・霜山 昭和56年4月4日
石坂泰三七周忌への招待と｢
無事是貴人｣編集の手伝いを
させていただいたことへの感謝

ペン 1通

387 〔Tadashi Fujita書簡〕 Tadashi Fujita 三浦智子 昭和56年4月8日
｢your late father's memorial
book｣への御礼と近況報告

ペン 1通

388 〔Baron Goto書簡〕 Baron Goto 〔三浦智子〕 昭和56年4月20日
｢Precious book about your
father｣への御礼と近況報告

ペン 1通

389 〔東龍太郎書簡〕 東龍太郎 石坂家 昭和56年4月25日
｢｢無事是貴人｣難有拝受仕り
ました。｣

ペン 1通

390 〔田中徳次郎書簡〕 田中徳次郎 石坂一義 昭和56年4月25日
｢『無事是貴人』を御贈り下さ
れ｣たことへの御礼

印刷[活
版]・ペン

1通

391 〔溝口泰造書簡〕 溝口泰造 石坂家御一統 〔昭和56年〕4月25日
｢無事是貴人｣御恵与への御
礼

ペン 溝口用箋 1通

392 〔丹下健三書簡〕 丹下健三 石坂家御一同 昭和56年4月26日
石坂泰三七周忌への招待と｢
無事是貴人｣ご恵送への御礼

印刷[活
版]・ペン

1通

393 〔雨宮進書簡〕 雨宮進 石坂一義 昭和56年4月27日
｢御記録御遺稿集御恵與｣へ
の御礼

ペン 1通
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394 〔名取政造書簡〕 名取政造 石坂一義 昭和56年4月27日
｢遺稿集｢無事是貴人｣を御届
け頂きまして誠に有り難うござ
いました。｣

ペン 1通

395 〔吉川清一書簡〕 吉川清一 石坂一義 昭和56年4月27日
｢文集ご恵投賜｣ったことへの
御礼

ペン
はいむら便

箋
1通

396 〔河野正通書簡〕 河野正通 石坂家御遺族 昭和56年4月28日
｢無事是貴人｣御恵與への御
礼

ペン 1通

397 〔長島恭助書簡〕
長島恭助(埼玉銀
行 会長)

石坂一義 昭和56年4月30日 ｢無事是貴人｣ご恵贈への御礼
印刷[カー
ボン(タイ

プ)]

埼玉銀行用
紙

1通

398 〔一本松珠璣書簡〕 一本松珠璣 石坂一義 昭和56年5月2日
｢御立派な御父上の御本を頂
きまして誠に難有う存じまし
た。｣

ペン 1通

399 〔安達盛子書簡〕 安達盛子 三浦智子 昭和56年5月2日
｢無事是貴人｣に対する御礼と
近況報告

ペン 1通

400 〔三鬼陽之助書簡〕 三鬼陽之助 石坂御一同 昭和56年5月3日
｢石坂泰三先生の回想録を御
恵送下され｣たことへの御礼

墨書 1通

401 〔盛田昭夫書簡〕
盛田昭夫(ソニー
株式会社)

石坂一義 〔昭和56年〕5月8日
｢御父上の思い出となる立派な
御本有難く頂きました。｣

印刷[活
版]・ペン

1通

402 〔星野敦子書簡〕 星野敦子 三浦智子 昭和56年5月8日 ｢無事是貴人｣に対する御礼 ペン 1通

403 〔不明書簡〕 三浦智子 〔昭和56年〕5月13日
｢伯父様の立派な御本｣が届い
たことへの御礼

ペン 1通

404 〔花岡彌六書簡〕
花岡彌六(電気化
学工業株式会社
取締役社長)

石坂泰彦 昭和56年5月28日
石坂泰三遺稿集｢無事是貴
人｣御恵送の御礼

墨書 1通

405 〔原安三郎書簡〕 原安三郎 石坂一義 昭和56年6月6日
｢亡き父上様の｣御本送られた
ことへの御礼　他

墨書 1通

406 〔名刺〕

尾崎敏郎(レン
ゴー株式会社 取
締役 東京事務局
長)

印刷[活版] 1枚
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7．｢石坂泰三の世界｣

407
もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界(1)(『毎
日新聞』記事切抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年4月4日 印刷 1枚

407～565の資料は封
筒(表｢毎日新聞 城山
三郎｢もうきみには頼
まない｣新聞原稿｣)一
括。407～417の資料
はステープラー留め。
4072～565の資料のう
ち、429・438・447・
461・532・537・548・
553・565を除いた資料
はクリップ一括。

408
もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界(2)(『毎
日新聞』記事切抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年4月5日 印刷 1枚

409
もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界(3)(『毎
日新聞』記事切抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年4月6日 印刷 1枚

410
もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界(4)(『毎
日新聞』記事切抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年4月7日 印刷 1枚

411
もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界(5)(『毎
日新聞』記事切抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年4月8日 印刷 1枚

412
もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界(6)(『毎
日新聞』記事切抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年4月9日 印刷 1枚

413
もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界(7)(『毎
日新聞』記事切抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年4月12日 印刷 1枚

414
もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界(8)(『毎
日新聞』記事切抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年4月13日 印刷 1枚
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415
もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界(9)(『毎
日新聞』記事切抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年4月14日 印刷 1枚

416

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(10)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年4月15日 印刷 1枚

417

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(11)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年4月16日 印刷 1枚

418

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(12)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年4月19日 印刷 1枚

419

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(13)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年4月20日 印刷 1枚

420

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(14)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年4月21日 印刷 1枚

421

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(15)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年4月22日 印刷 1枚

422

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(16)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年4月23日 印刷 1枚

423

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(17)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年4月26日 印刷 1枚

424

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(18)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年4月27日 印刷 1枚



石坂泰三関係文書目録

51

資料
番号

枝番 タイトル 作成者 宛先 年月日 内容 記述法 用紙 備考 数量 付属資料 合綴注記

425

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(19)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年4月28日 印刷 1枚

426

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(20)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年4月29日 印刷 1枚

427

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(21)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年4月30日 印刷 1枚

428

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(22)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年5月3日 印刷 1枚

429 〔井上尚仁ファックス〕 井上尚仁 平成6年5月4日
｢石坂泰三の世界｣到着と住所
の訂正を伝える

印刷[ファッ
クス]

1通

429・438・447・461・
532・537・548・553・
565の資料はクリップ
一括

430

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(23)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年5月4日 印刷 1枚

431

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(24)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年5月5日 印刷 1枚

432

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(25)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年5月6日 印刷 1枚

433

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(26)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年5月10日 印刷 1枚

434

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(27)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年5月11日 印刷 1枚
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435

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(28)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年5月12日 印刷 1枚

436

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(29)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年5月13日 印刷 1枚

437

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(30)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年5月14日 印刷 1枚

438 欠番

439

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(31)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年5月17日 印刷 1枚

440

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(32)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年5月18日 印刷 1枚

441

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(33)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年5月19日 印刷 1枚

442

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(34)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年5月20日 印刷 1枚

443

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(35)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年5月21日 印刷 1枚

444

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(36)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年5月22日 印刷 1枚
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445

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(37)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年5月25日 印刷 1枚

446

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(38)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年5月26日 印刷 1枚

447 〔井上尚仁ファックス〕 井上尚仁 〔三浦智子〕 平成6年5月27日
｢続石坂泰三の世界｣到着を伝
える

印刷[ファッ
クス]

1通

448

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(39)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年5月27日 印刷 1枚

449

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(40)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年5月28日 印刷 1枚

450
酸いも辛いも 経団連と
会長の個性(『毎日新
聞』記事切抜)

玉置和宏(論説委
員)

〔平成6年〕5月29日 印刷 1枚

451

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(41)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年5月31日 印刷 1枚

452

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(42)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年6月1日 印刷 1枚

453

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(43)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年6月2日 印刷 1枚

454

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(44)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年6月3日 印刷 1枚
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455

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(45)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年6月4日 印刷 1枚

456

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(46)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年6月5日 印刷 1枚

457

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(47)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年6月8日 印刷 1枚

458

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(48)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年6月9日 印刷・ペン 訂正の書込みあり 1枚

459

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(49)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年6月10日 印刷 1枚

460

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(50)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年6月11日 印刷 1枚

461 〔井上尚仁ファックス〕 井上尚仁 〔三浦智子〕 平成6年6月13日
｢石坂泰三の世界｣読後の感
想

印刷[ファッ
クス]

1通

462

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(51)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年6月14日 印刷 1枚

463

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(52)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年6月15日 印刷 1枚

464

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(53)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年6月16日 印刷 1枚
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465

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(54)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年6月17日 印刷 1枚

466

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(55)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年6月18日 印刷 1枚

467

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(56)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年6月21日 印刷 1枚

468

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(57)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年6月22日 印刷 1枚

469

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(58)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年6月23日 印刷 1枚

470

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(59)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年6月24日 印刷 1枚

471

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(60)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年6月25日 印刷 1枚

472

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(61)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年6月28日 印刷 1枚

473

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(62)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年6月29日 印刷 1枚

474

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(63)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年6月30日 印刷 1枚
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475

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(64)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年7月1日 印刷 1枚

476

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(65)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年7月2日 印刷 1枚

477

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(66)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年7月5日 印刷 1枚

478

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(67)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年7月6日 印刷 1枚

479

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(68)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年7月7日 印刷 1枚

480

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(69)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年7月8日 印刷 1枚

481

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(70)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年7月9日 印刷 1枚

482

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(71)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年7月12日 印刷 1枚

483

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(72)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年7月13日 印刷 1枚

484

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(73)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年7月14日 印刷 1枚
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485

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(74)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年7月15日 印刷 1枚

486

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(75)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年7月16日 印刷 1枚

487

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(76)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年7月19日 印刷 1枚

488

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(77)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年7月20日 印刷 1枚

489

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(78)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年7月21日 印刷 1枚

490

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(79)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年7月22日 印刷 1枚

491

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(80)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年7月23日 印刷 1枚

492

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(81)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年7月26日 印刷 1枚

493

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(82)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年7月27日 印刷 1枚

494

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(83)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年7月28日 印刷 1枚
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495

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(84)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年7月29日
印刷・電子

式複写
2枚中1枚は電子式
複写版

2枚

496

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(85)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年7月30日 印刷 1枚

497

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(86)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年8月2日 印刷 1枚

498

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(87)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年8月3日 印刷 1枚

499

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(88)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年8月4日 印刷 1枚

500

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(89)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年8月5日 印刷 1枚

501

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(90)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年8月6日
印刷・電子

式複写
3枚中2枚は電子式
複写版

3枚

502

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(91)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年8月9日 印刷 1枚

503

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(92)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年8月10日 印刷 1枚

504

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(93)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年8月11日 印刷 1枚
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505

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(94)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年8月12日 印刷 1枚

506

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(95)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年8月13日
印刷・電子

式複写
4枚中3枚は電子式
複写版

4枚

507

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(96)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年8月16日 印刷 1枚

508

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(97)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年8月17日 印刷 1枚

509

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(98)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年8月18日
印刷・電子

式複写
4枚中3枚は電子式
複写版

4枚

510

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(99)(『毎日新聞』記事切
抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年8月19日 印刷 1枚

511

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(100)(『毎日新聞』記事
切抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年8月20日 印刷 1枚

512

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(101)(『毎日新聞』記事
切抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年8月23日 印刷 1枚

513

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(102)(『毎日新聞』記事
切抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年8月24日 印刷 1枚

514

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(103)(『毎日新聞』記事
切抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年8月25日
印刷・電子

式複写
2枚中1枚は電子式
複写版

2枚
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515

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(104)(『毎日新聞』記事
切抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年8月26日 印刷 1枚

516

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(105)(『毎日新聞』記事
切抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年8月27日 印刷 1枚

517

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(106)(『毎日新聞』記事
切抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年8月30日 印刷 1枚

518

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(107)(『毎日新聞』記事
切抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年8月31日 印刷 1枚

519

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(108)(『毎日新聞』記事
切抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年9月1日 印刷 1枚

520

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(109)(『毎日新聞』記事
切抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年9月2日 印刷 1枚

521

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(110)(『毎日新聞』記事
切抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年9月3日 印刷 1枚

522

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(111)(『毎日新聞』記事
切抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年9月6日 印刷 1枚

523

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(112)(『毎日新聞』記事
切抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年9月7日 印刷 1枚

524

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(113)(『毎日新聞』記事
切抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年9月8日 印刷 1枚
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525

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(114)(『毎日新聞』記事
切抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年9月9日 印刷 1枚

526

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(115)(『毎日新聞』記事
切抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年9月10日 印刷 1枚

527

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(116)(『毎日新聞』記事
切抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年9月13日 印刷 1枚

528

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(117)(『毎日新聞』記事
切抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年9月14日 印刷 1枚

529

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(118)(『毎日新聞』記事
切抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年9月15日 印刷 1枚

530

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(119)(『毎日新聞』記事
切抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年9月16日 印刷 1枚

531

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(120)(『毎日新聞』記事
切抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年9月17日 印刷 1枚

532 〔井上尚仁ファックス〕 井上尚仁 〔三浦智子〕 1994/9/20
｢石坂泰三の世界｣送付の労に
感謝の意を伝える

印刷[ファッ
クス]

1通

533

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(121)(『毎日新聞』記事
切抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年9月20日 印刷 1枚

534

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(122)(『毎日新聞』記事
切抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年9月21日 印刷 1枚



石坂泰三関係文書目録

62

資料
番号

枝番 タイトル 作成者 宛先 年月日 内容 記述法 用紙 備考 数量 付属資料 合綴注記

535

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(123)(『毎日新聞』記事
切抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年9月22日 印刷・ペン 訂正の書込みあり 1枚

536

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(124)(『毎日新聞』記事
切抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年9月23日 印刷・ペン 書込みあり 1枚

537 欠番

538

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(125)(『毎日新聞』記事
切抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年9月27日 印刷 1枚

539

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(126)(『毎日新聞』記事
切抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年9月28日 印刷 1枚

540

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(127)(『毎日新聞』記事
切抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年9月29日 印刷 1枚

541

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(128)(『毎日新聞』記事
切抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年9月30日 印刷 1枚

542

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(129)(『毎日新聞』記事
切抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年10月1日 印刷 1枚

543

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(130)(『毎日新聞』記事
切抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年10月4日 印刷 1枚

544

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(131)(『毎日新聞』記事
切抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年10月5日 印刷 1枚
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545

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(132)(『毎日新聞』記事
切抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年10月6日 印刷 1枚

546

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(133)(『毎日新聞』記事
切抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年10月7日 印刷 1枚

547

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(134)(『毎日新聞』記事
切抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年10月8日 印刷 1枚

548 〔井上尚仁ファックス〕 井上尚仁 平成6年10月11日
｢石坂泰三の世界｣到着を伝え
る

印刷[ファッ
クス]

1通

549

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(135)(『毎日新聞』記事
切抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年10月12日 印刷 1枚

550

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(136)(『毎日新聞』記事
切抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年10月13日 印刷 1枚

551

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(137)(『毎日新聞』記事
切抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年10月14日 印刷 1枚

552

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(138)(『毎日新聞』記事
切抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年10月15日 印刷 1枚

553 欠番

554

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(139)(『毎日新聞』記事
切抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年10月18日 印刷 1枚

555

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(140)(『毎日新聞』記事
切抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年10月19日 印刷 1枚
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556

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(141)(『毎日新聞』記事
切抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年10月20日 印刷 1枚

557

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(142)(『毎日新聞』記事
切抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年10月21日 印刷 1枚

558

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(143)(『毎日新聞』記事
切抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年10月22日 印刷 1枚

559

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(144)(『毎日新聞』記事
切抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年10月25日 印刷 1枚

560

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(145)(『毎日新聞』記事
切抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年10月26日 印刷 1枚

561

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(146)(『毎日新聞』記事
切抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年10月27日 印刷 1枚

562

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界
(147)(『毎日新聞』記事
切抜)

城山三郎[著]・津
田洋[画]

平成6年10月28日 印刷 1枚

本資料は495・504・
506・509・514の資料
の電子式複写版と共
にクリップ一括

563

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界 連載
を終えて(上)(『毎日新
聞』記事切抜)

城山三郎・花村仁
八郎(経団連相談
役)

平成6年10月29日
｢花村仁八郎・経団連相談役と
語る｣

印刷 1枚

564

もう、きみには頼まない
石坂泰三の世界 連載
を終えて(下)(『毎日新
聞』記事切抜)

城山三郎・花村仁
八郎(経団連相談
役)

平成6年10月30日
｢花村仁八郎・経団連相談役と
語る｣

印刷 1枚
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565
〔井上尚仁・ミツエファッ
クス〕

井上尚仁・ミツエ 〔三浦智子〕 平成6年10月31日
｢石坂泰三の世界｣を永い間
送って戴いたことへの感謝

印刷[ファッ
クス]

1通

8．アルバム・写真

566 〔アルバム〕 1冊

｢Hakuba Report
Album Dx｣(表｢No.1
一中 一高 東大 逓信
省 第一生命 時代｣。
背表紙に｢1｣とあり)一
括。

567 〔アルバム〕 1冊

｢Hakuba Report
Album Dx｣(表｢No.2
昭和初め～26.12｣。
背表紙に｢2｣とあり)一
括。

568 〔アルバム〕 1冊

｢Hakuba Report
Album Dx｣(表｢No.3
27.1～29.12｣。背表紙
に｢3｣とあり)一括。

569 〔アルバム〕 1冊

｢Hakuba Report
Album Dx｣(表｢No.4
30.1～31.6｣。背表紙
に｢4｣とあり)一括。

570 〔アルバム〕 1冊

｢Hakuba Report
Album Dx｣(表｢No.5
31.7～32.12｣。背表紙
に｢5｣とあり)一括。

571 〔アルバム〕 1冊

｢Hakuba Report
Album Dx｣(表｢No.6
331～34.12｣。背表紙
に｢6｣とあり)一括。

572 〔アルバム〕 1冊

｢Hakuba Report
Album Dx｣(表｢No.7
35.1～36.12｣。背表紙
に｢7｣とあり)一括。
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573 〔アルバム〕 1冊

｢Hakuba Report
Album Dx｣(表｢No.8
37.1～37.12｣。背表紙
に｢8｣とあり)一括。

574 〔アルバム〕 1冊

｢Hakuba Report
Album Dx｣(表｢No.9
38.1～39.12｣。背表紙
に｢9｣とあり)一括。

575 〔アルバム〕 1冊

｢Hakuba Report
Album Dx｣(表｢No.10
40.1～40.12｣。背表紙
に｢10｣とあり)一括。

576 〔アルバム〕 1冊

｢Hakuba Report
Album Dx｣(表｢No.11
42.1～44.12｣。背表紙
に｢11｣とあり)一括。

577 〔アルバム〕 1冊

｢Hakuba Report
Album Dx｣(表｢No.12
45.1～46.12｣。背表紙
に｢12｣とあり)一括。

578 〔アルバム〕 1冊

｢Hakuba Report
Album Dx｣(表｢No.13
46 大判 47.1～
47.12｣。背表紙に｢
13｣とあり)一括。

579 〔アルバム〕 1冊

｢Hakuba Report
Album Dx｣(表｢No.14
46 大判 48.1～
48.12｣。背表紙に｢
14｣とあり)一括。

580 〔アルバム〕 1冊

｢Hakuba Report
Album Dx｣(表｢No.15
49.1～50 雪庵 松濤
恩田 熱海　他｣。背表
紙に｢15｣とあり)一括。

9．その他
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581 五年間独逸殖民政策 〔明治32年以降〕 書籍の筆写ヵ 紐閉じ 1冊

582

第二問題 殖民地行政
上本国派遣官吏の権限
及其土人ニ委任せらる
べき程度如何

〔明治34年以降〕 書籍の筆写ヵ 墨書
本資料は原稿用紙
紐綴じ

1冊

583 〔書籍筆写〕 〔明治34年以降〕

書籍の筆写ヵ。577の関連資
料ヵ。｢第一章 殖民行政｣・｢第
二章 第十九世紀ニ於ケル世
界植民地図ノ変化及其原因｣

墨書
本資料は原稿用紙
紐綴じ

1冊

本資料の目次と思し
き資料1枚が226の資
料の後ろに封入され
ていた

584

第三問 殖民地人民の
物質的心的及道徳的
状態を改良すべき程度
及方法如何

〔明治34年以降〕
書籍の筆写ヵ、577の関連資
料ヵ

墨書
本資料は原稿用紙
紐綴じ

1冊

本資料に先立つペー
ジと思しき資料1枚が
583の資料の目次と紐
閉じ冊子の間に封入
されていた

585
Glimpses of Great
Authors.

興文社 明治38年5月3日
｢Tennyson｣・｢Wordsworth｣な
ど著名な詩人の作品をまとめ
た英文詩集

印刷[活
版]・ペン

書込み多数 1冊

586 欠番

587 『青淵』第57号
渋沢青淵記念財
団竜門社

昭和28年12月1日 ｢表紙絵 石坂泰三 画｣ 印刷[活版] 1冊

588 服部擔風先生略伝 藍亭門人識 〔昭和33年〕 印刷[活版] 1枚
588・591の資料は一
括されていた

589
〔新聞記事〕(『ジャパン・
タイムス』『日本経済新
聞』の記事切抜)

〔昭和37年〕1月23日

アルゼンチン政府から石坂泰
三、足立正(日本商工会議所
会頭)への｢五月有功大十字勲
章｣授与に関する記事

印刷・ペン
台紙(掲載紙・日付
のペン書きあり)に
貼付

1枚

590
｢Ishizaka, Adachi
HonoreD｣(『Asahi Eve.
News』記事切抜)

〔昭和37年1月23日〕
584と同一内容を取り扱った記
事切抜

印刷 1枚

591
名家書芸 刻三島 檗山
陶芸展に寄す

鹿海信也(文部省
芸術課長)・佐藤
薫(文部省国際文
化課長)

昭和39年春日 推薦文 推奨文 印刷[活版] 1枚
石坂泰三宛 多氣檗
山封筒切抜
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592

Toronto-Dominion
Bank President Meets
Japanese
Businessmen(『The
Globe and Mail』記事切
抜)

昭和39年9月2日
Allen T. Lambert、Junji
Hiraga、石坂泰三の3人の会
談写真記事

印刷 1枚
｢Allen T. Lambert｣名
刺(クリップ留め)

593
｢Merger of Two Mitsui
Group Companies
Urged｣(英字新聞切抜)

〔昭和41年〕1月18日 印刷・ペン
｢Mr. Taizo
Isghizaka｣の名を含
む文に線引きあり

1枚

封筒(表｢渋谷区 石坂
泰三殿｣・裏｢
YASUHIKO
ISHIZAKA｣)

594

Announcing the One
Hundredth Anniversary
of Loyola University in
Chicago

Loyola University 〔昭和43年〕
ロヨラ大学100周年記念のパン
フレット

印刷[活版] 1冊

｢Lewis Towers｣封筒
(表｢Mr. Taizo
Ishizaka Shibuya-ku,
Tokyo Japan｣、｢ロヨラ
大学｣と鉛筆書きあり)

595 〔名刺〕 〔昭和43年3月～4月〕

｢米国三菱商事会社 取締役副
社長 桑港支店長 苫米地俊
博｣ ｢領事 川原能雄｣ ｢総領事
島静一｣

印刷[活
版]・ペン

｢総領事 島静一｣の
名刺に｢日本週間｣
へのご配慮・記念
式典への出席への
御礼の書込みあり

3枚

封筒(表｢Mr Taizo
Ishizaka Suite 1005-7
Hotel Barclay｣とペン
書きあり)一括

596
Eulogy For Mr. Ernest
B. Schwarzenbach

Dr. H.
Gideonse(Former
President,
Brooklyn College・
Present
Chancellor, New
School For Social
Research)

昭和43年9月6日
Ernest B. Schwarzenbachの追
悼演説

印刷[活
版]・ペン

ステープラー留め。
｢For Mr. Ishizaka｣
とペン書きあり。

1綴

｢Hotel Okura｣封筒
(表｢Mr. Taizo
Ishizaka from Mrs
Ernest B.
Schwarzbach｣)

597
Address By President
Ishizaka

昭和43年11月12日
万国博覧会協会の会議での
石坂泰三の挨拶

印刷[活
版]・ペン

2枚

598
基金計算書 基金株式
運用予定表

昭和43年12月18日 ｢昭和43.12.17現在｣
印刷[青
焼]・ペン

宮内庁罫紙

ステープラー留め。
3枚目の裏面に｢宮
内庁 Dec18./43｣と
ペン書きあり。

1綴

599
Dinner Claremont
Country Club Oakland,
Californial

Mr. and Mrs.
Stephen D.
Bechtel・Mr. and
Mrs. Stephen D.
Bechtel,Jr

昭和44年9月19日
晩餐会メニュー及び出席者一
覧

印刷[活
版]・ペン

ステープラー留め 1冊 包紙
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600

0から四半世紀－あのと
き これから－〈6〉 経営
者意識 前経団連会長
石坂泰三氏(『毎日新
聞』記事切抜)

昭和45年8月18日 印刷 同一資料2枚 2枚

601 石坂泰三 書と陶芸展
ベイリー澄江(みゆ
き画廊)

昭和47年1月 宣伝ビラ 印刷[活版] 同一資料2枚 2枚
｢石坂泰三 書と陶芸
展｣封筒

602 石坂泰三 書と陶芸展
〔昭和47年1月7日以
前〕

パンフレット 印刷[活版] ステープラー留め 1冊

603
全国高等学校生徒 懸
賞入選論文集

渋沢青淵記念財
団竜門社

昭和47年1月12日 印刷[活版] 1冊

604
万国博記念公園ガイド
マップ

日本万国博覧会
記念協会

〔昭和47年3月15日以
降〕

印刷[活版] 1冊 『東京だより』、1点

本資料は353～355・
611・835の資料と共に
封筒(表｢石坂泰川翁
送筆御返却分 重要
21｣)一括

605
Application For Entry
Into The Ryukyuu
Islands

石坂泰三 昭和47年4月5日 沖縄への渡航申請書

印刷[活
版]・印刷
[カーボン
(タイプ)]

1枚
605・606の資料はス
テープラー一括

606 身分証明書
内閣総理大臣・東
京都[交付官庁]

石坂泰三 昭和47年4月7日
｢本土と沖縄との間を旅行する
日本人であることを証明す
る。｣

印刷[活
版]・ペン

1冊

607 特別参拝章 神宮司庁 石坂泰三 〔昭和48年〕
第60回神宮式年遷宮の参宮
章

印刷[活版] 1枚
メモ用紙(｢宋版一切
教の一部｣　他ペン書
き)1枚

608
石坂泰三先生にお目に
かかれて(新聞記事切
抜コピー)

田中喜子(日本語
学園協同システム
副園長)

昭和48年9月21日
電子式複

写
1枚

609 月曜会の起源と歴史 相馬敏夫[編] 昭和50年2月20日 ペン コクヨ便箋 ステープラー留め 1綴

610
石坂泰三氏著 歌集｢し
のぶ草｣｢しのぶ草其
後｣略註

湯川政治[歌集編
輯及び略註]

昭和50年10月6日 印刷[活版] 1冊
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611 石坂泰三短歌百首選
石坂一義[発行]・
湯川政治[略註]

昭和51年3月6日 印刷[活版] 2冊

2冊中1冊は353～
355・604・835の資料と
共に封筒(表｢石坂泰
川翁送筆御返却分
重要 21｣)一括

612
石坂泰三氏音源状況
報告の件

〔細川喬司〕(東芝
EMI株式会社 特
販部 特販第一グ
ループ課長)

〔昭和56年〕12月3日 内容に関して 納品に関して
電子式複
写(手書き)

クリップ留め 1綴 ｢細川喬司｣名刺

613
A bus and subway map
of Manhattan

The Chase
Manhattan
Bank,N.A.

ニューヨークのバス・地下鉄路
線地図

印刷[活版] 1枚
本資料は｢The Chase
Manhattan Bank｣封筒
に封入

614 春来居多氣檗山 略歴 591の関連資料ヵ 印刷[活版] 1枚

615 〔宛名文〕 石坂泰三

｢Mr.Taizo Ishizaka President
Japan Association for the 1970
World Expositon｣宛ての書簡
に貼付と思われる宛名文

印刷[カー
ボン(タイ

プ)]
1枚

616 写真 二名の人物写真 写真 1枚

617 〔写真〕

｢泰川｣歌碑・日本家屋(56を現
像したものヵ)・｢The World
Trade Club of San Francisco
Award for international
Achievement｣　他写真

写真・ペン

｢三菱銀行｣封筒一
括。モノクロ写真18
枚・カラー写真4
枚。

22枚
包紙(ペン書きあり)3
枚

618 〔掛け軸写真〕
石坂泰三直筆｢人類之進歩と
調和｣掛け軸及びその英語説
明文

写真・印刷
[活版]

2枚
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書簡の部
10-1．石坂泰三発信書簡

619 〔石坂泰三書簡〕 石坂泰三 昭和45年5月

｢叙勲の御沙汰を拝しましたる
処御鄭重な御祝意賜わり御芳
情の程洵に忝なく厚く御礼申
上げます｣

印刷[活版] 1通

620
〔石坂泰三書簡〕(コ
ピー)

石坂泰三 宋越倫 昭和47年8月17日
｢政治急変｣に際して宋越倫氏
の心境を慮り、｢出来るだけ御
役に立つ｣旨を述べる

電子式複
写

本資料はステープ
ラー留め

2枚
617・618の資料は一
括されていた

621
〔石坂泰三書簡〕(コ
ピー)

石坂泰三 宋越倫 昭和33年9月12日 御恵贈の品へのお礼の手紙
電子式複

写
本資料はステープ
ラー留め

3枚

10-2．石坂泰三宛書簡

622
〔Mohammad Zaid Al-
Herbish書簡〕

Mohammad Zaid
Al-
Herbish(Ambassad
or〔Embassy of
The State of
Kuwait〕)

石坂泰三 昭和44年11月29日
大使の任期を終えて帰国する
のに際しての諸々の御礼と万
博の成功を願う手紙

印刷[カー
ボン(タイ
プ)]・ペン

Embassy of
the State of
Kuwait in
Japan便箋

1通
封筒(表｢千代田区 東
京芝浦電気株式会社
Mr. Taizo Ishizaka｣)

623
〔Stephen D. Bechtel,Jr
書簡〕

Stephen D.
Bechtel,Jr

石坂泰三 昭和45年5月
｢The Gentle Wilderness｣｢
Above San Francisco｣の2冊の
本の送付に関する手紙

印刷[カー
ボン(タイ
プ)]・ペン

1通

封筒(表｢Mr. Taizo
Ishizaka
Tokyo,Japan｣・裏｢
Stephen D. Bechel,Jr.
SanFrancisco｣)

624
〔the British Embassy書
簡〕

the British
Embassy

石坂泰三
〔昭和44年6月11日以
前〕

エリザベス2世生誕記念の晩
餐会への招待状

印刷[活
版]・ペン

1通

625
With the compliments
of The British Chargé
D’Affaires

British Embassy
Tokyo

石坂泰三 英国代理公使からの賛辞

印刷[活
版]・印刷
[カーボン
(タイプ)]

1枚

封筒(表｢Mr. Taizo
Ishizaka, K.B.E
Chairman of
Keidanren,Tokyo｣・裏
｢東京都千代田区 英
国大使館｣)
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626
〔George Champion書
簡〕

George
Champion(Chairm
an Board of
Directors)

石坂泰三 昭和43年1月25日
石坂の仕事ぶりを称賛し、3月
にアメリカで会えることを期待
する手紙

印刷[カー
ボン(タイ
プ)]・ペン

｢経済団体連合会
43.1.31 受付｣の押
印あり

1通

627 〔Cheke書簡〕
Cheke(British
Embassy, Tokyo)

石坂泰三 昭和41年6月21日
4月16日の｢Illustrated London
News｣のコピーを送付する旨
の手紙

印刷[カー
ボン(タイ
プ)]・ペン

作成者の名前部分
のアルファベットは
判読困難

1通 封筒

628
〔A. Cushman May書
簡〕

A. Cushman
May(Vice
President 〔of The
Chase Manhattan
Bank])

石坂泰三 昭和44年3月11日
3月20日の晩餐会への招待に
対する感謝の手紙

印刷[カー
ボン(タイ
プ)]・ペン

The Chase
Manhattan
BANK用箋

1通

｢The Chase
Manhattan Bank｣封筒
(表｢Mr. Taizo
Ishizaka Shibuya-ku
Tokyo｣)

629 〔Baron Daufresne書簡〕

Baron
Daufresne(Cheval
erie Ambassador
of Belgium)

石坂泰三 昭和44年2月20日
カナダの鉄鉱山に関する協定
への日本のグループの参加を
促す手紙

印刷[カー
ボン(タイ
プ)]・ペン

1通

封筒(表｢Mr. Taizo
Ishizaka Shibuya-ku
Tokyo.｣、｢カナダ鉄
鉱々業ノ件｣と鉛筆書
きあり)

630
〔Louis de Guiringaud書
簡〕

Louis de
Guiringaud(Ambas
sade de Trance au
Japon)

石坂泰三 昭和41年5月16日
4月26日の晩餐会の写真を送
付する旨伝える手紙

印刷[カー
ボン(タイ
プ)]・ペン

Ambassade
de Trance
au Japon便

箋

1通

631
〔Thomas H. Hamilton
書簡〕

Thomas H.
Hamilton(The
President of
University of
Hawaii)

昭和42年5月
博士号所有者らに新しい
regalia(アカデミックドレス)の購
入を求める

印刷[活版] 1通 封筒
629・630の資料は封
筒一括

632
Special Doctorial
Regalia The University
of Hawaii

Cotrell ＆
Leonard Inc.

｢regalia｣のパンフレット 印刷[活版] 1枚
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633 〔Frederick Hoffer書簡〕 Frederick Hoffer 石坂泰三 昭和30年10月31日
｢Kotobuki Komuten｣への住宅
建て替えの3回目の支払いの
確認の旨知らせる手紙

印刷[カー
ボン(タイ
プ)]・ペン

Frederick
Hoffer便箋

1通

634
〔Hudson Motor Car
Company Export
Manager書簡〕

Hudson Motor
Car Company
Export Manager

石坂泰三 昭和12年6月4日
デトロイトでの工場訪問を振り
返り、その際撮影した写真送
付の旨を伝える

印刷[カー
ボン(タイ
プ)]・ペン

作成者名表記が判
読不能

1通
632・633の資料はク
リップ一括

635 写真(集合) 昭和12年5月28日
Hudson Motor Car Company
のBody Plant前で撮られた集
合写真

写真・ペン 1枚

636 〔Edgar F. Kaiser書簡〕 Edgar F. Kaiser
〔石坂泰三・三浦
智子〕

昭和40年9月15日
9月17日の晩餐会への招待に
ついての手紙

印刷[カー
ボン(タイ
プ)]・ペン

Kaiser
Industries便

箋
1通

637 〔H.J. de Koster書簡〕

H.J. de
Koster(Union des
Industries de la
CommunautÉ
Europeenne)

石坂泰三 昭和39年5月22日
5月26日の昼食会を楽しみに
している旨伝える手紙

印刷[カー
ボン(タイ
プ)]・ペン

Union des
Industries

de la
Communaut

É
Europeenne

便箋

1通

Union des Industries
de la CommunautÉ
Europeenne封筒(表｢
Monsieur
ISHIZAKA,Hôtel
Crillon Paris France｣)

638 〔John M. Lyons書簡〕

John M.
Lyons(President
〔of Chase
International
Investment
Corporation〕)

石坂泰三 昭和45年6月2日
｢U-ki-yo-e collection｣への御
礼の手紙

印刷[カー
ボン(タイ
プ)]・ペン

1通

Chase International
Investment
Corporation封筒(表｢
Mr. Taizo Ishizaka
Chiyoda-Ku Tokyo,
Japan｣)

639
〔François Missoffe書
簡〕

François Missoffe 石坂泰三 昭和44年4月15日 滞日中の事に関する礼状
印刷[カー
ボン(タイ
プ)]・ペン

1通

封筒(表｢Monsieur
Taizo Ishizaka
Shibuya-Ku Tokyo M.
Francois Missoffe.｣)
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640 〔Silvio Morselli書簡〕
Silvio
Morselli(Direttore
Comm)

ギャラリー｢La Paolina｣との相
互交流の提案

印刷[カー
ボン(タイ

プ)]

Centro
Internaziona
le D'Arte便

箋

1通
Centro Internazionale
D’Arte封筒

641
〔F.Perkins Limited封
筒〕

F.Perkins Limited 石坂泰三 〔昭和41年〕7月5日 未開封封筒
印刷[カー
ボン(タイ
プ)]・ペン

1通

642 〔H. Bruce Palmer書簡〕

H. Bruce
Palmer(President
〔of The National
Industrial
Conference
Board, Inc〕)

石坂泰三 昭和45年7月10日

｢Mr. Tatsuzo Mizukami｣と｢
Mr. Yoshiro Inayama｣を追加
の海外特派員に推薦した旨の
手紙

印刷[カー
ボン(タイ
プ)]・ペン

The
National
Industrial

Conference
Board, Inc

便箋

1通

640～642の資料は｢
National Industrial
Conference Board,
Inc｣封筒(表｢Mr.
Taizo Ishizaka
Chiyoda-Ku, Tokyo,
Japan｣)と共にクリップ
一括

643 〔H. Bruce Palmer書簡〕

H. Bruce
Palmer(President
〔of The National
Industrial
Conference
Board, Inc〕)

Yoshiro
Inayama(Represen
tative Director
and President
Nippon Steel
Corporation)

昭和45年7月10日

｢The National Industrial
Conference Board, Inc｣の海外
特派員への推薦の旨伝える手
紙

印刷[カー
ボン(タイ

プ)]
1通

644 〔H. Bruce Palmer書簡〕

H. Bruce
Palmer(President
〔of The National
Industrial
Conference
Board, Inc])

Tatsuzo
Mizukami(Chairma
n of the Board
and Exeutive
Director Mitsui &
Co., Ltd.)

昭和45年7月10日

｢The National Industrial
Conference Board, Inc｣の海外
特派員への推薦の旨伝える手
紙

印刷[カー
ボン(タイ

プ)]
1通

645
〔John B. M. Place書
簡〕

John B. M.
Place(Vice
Chairman of the
Board〔of The
Chase Manhattan
Bank])

石坂泰三 昭和45年5月13日
｢U-ki-yo-e collection｣に対す
る感動の意を伝える手紙

印刷[カー
ボン(タイ
プ)]・ペン

The Chase
Manhattan
BANK用箋

1通

The Chase Manhattan
Bank封筒(表｢Mr.
Taizo Ishizaka
Chiyoda-Ku Tokyo,
Japan｣、｢礼状 Mr.
Place｣とペン書きあり)

646
〔DAVID SANOFF書
簡〕

David
Sanoff(Chairman
of Radio
Corporation of
America)

〔石坂泰三〕 昭和41年5月24日

｢Mr. Yoshinori Suzuki｣経由で
のグリティングカードへの喜び
と万博事務局総裁の活動の成
功を祈念する

印刷[活
版]・ペン

1通 封筒
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647 〔William Sinkin書簡〕

William
Sinkin(Vice
Chairman of the
Board〔of
International
Exposition
HemisFair'68〕)

石坂泰三 昭和42年6月26日
日本滞在中の諸々への感謝と
10月の｢San Antonio｣行きに際
しての石坂の訪問を願う手紙

印刷[カー
ボン(タイ
プ)]・ペン

International
Exposition

HemisFair'6
8便箋

1通

｢International
Exposition
HemisFair'68｣封筒
(表｢Mr. Taizo
Ishizaka Toshiba
Electric Company
Tokyo, Japan｣)

648
〔カーステン ステフェン
ス・モード ステフェンス
書簡〕

カーステン ステ
フェンス・モード ス
テフェンス

石坂泰三 〔昭和44年〕1月26日
トースターと石坂泰三の掛け
軸への御礼の手紙

ペン 1通

封筒(表｢東京都渋谷
区 石坂泰三様｣・裏｢
東京都港区 ステフェ
ンス｣)

649
〔モード・ステフェンス書
簡〕

モード・ステフェン
ス

石坂泰三 〔昭和43年10月〕
｢翻訳｣に関する話 七月の北
海道旅行の際の話

ペン 1通

647～649の資料は封
筒(表｢東京都渋谷区
石坂泰三様｣・裏｢
Stehhens Minato-ku
Tokyo, Japan｣)一括

650
〔カーステン ステフェン
ス・モード ステフェンス
書簡〕

カーステン ステ
フェンス・モード ス
テフェンス

石坂泰三 年賀のグリーティングカード ペン 1通

651
〔モード・ステフェンス書
簡〕

モード・ステフェン
ス

〔石坂泰三〕 昭和43年10月 640の資料の英語版
印刷[カー
ボン(タイ

プ)]

640の資料の冒頭｢
翻訳｣に関する話は
本資料にはない

1通

652
〔William H. Vanderbilt
書簡〕

William H.
Vanderbilt

石坂泰三 昭和37年3月6日

石坂泰三の子息信雄とその友
人｢Yasuma Sugihara｣が
Vanderbilt家を訪ねてきた話と
石坂泰三が次にボストンに来
た際の面会を望む旨の手紙

印刷[カー
ボン(タイ
プ)]・ペン

1通

653
〔Albert H. Zinkand書
簡〕

Albert H.
Zinkand(在日米国
商業会議所会頭)

〔石坂泰三〕 昭和42年10月24日
12月8日の殊勲賞の式典への
石坂家一同の出席を請う手紙

印刷[カー
ボン(タイ
プ)]・ペン

1通

654 〔芦田均書簡〕
芦田均(内閣総理
大臣)

石坂泰三 昭和23年7月10日

石坂泰三を内閣に新設される
｢観光事業審議会｣の委員に
委嘱する件に関し承引を求め
る

墨書 和紙継紙 1通

652・691の資料は封
筒(表｢石坂泰三殿｣・
裏｢内閣総理大臣 芦
田均｣)一括。
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655 〔麻生和子書簡〕 麻生和子 石坂泰三 11月3日
大磯へ行った時の写真を送る
旨の手紙

印刷[活
版]・ペン

1通
無地封筒(表｢石坂泰
三様 麻生内｣とペン
書きあり)

656 〔石井和明書簡〕 石井和明 石坂泰三 〔昭和42年〕7月19日 ｢志の婦草｣への御礼の手紙 墨書 1通
封筒(表｢渋谷区 石坂
泰三先生｣・裏｢杉並
区 石井和明｣)

657 〔磯部吾書簡〕 磯部吾 石坂泰三 7月6日 歌、石坂泰三の著書に思うこと ペン 1通

658 〔伊藤光一書簡〕 伊藤光一 石坂泰三 〔昭和42年〕3月19日 石坂の｢書毫｣を求める手紙 ペン 1通

封筒(表｢東京都渋谷
区 石坂泰三様｣・裏｢
岩手県大迫町 伊藤
光一｣)

659 〔稲田敏子書簡〕 〔稲田敏子〕 石坂泰三 5月11日
｢大観｣の絵の｢仕末｣のつけ方
に関する手紙

墨書
作成者は｢稲田敏
子｣ヵ

1通
封筒(表｢泰三様 敏
子｣)

660 〔大倉喜七郎書簡〕 大倉喜七郎 石坂泰三 昭和34年7月30日
｢御健康ノ素、御長命之薬とし
て、支那料理｣(燕巣之スープ
他)を届ける旨の手紙

ペン 1通

封筒(表｢石坂泰三
様｣・裏｢昭和三十四
年七月三十一日 大
倉喜七郎｣)

661
〔大倉喜七郎・久美子
書簡〕

大倉喜七郎・久美
子

石坂泰三 昭和33年10月8日
自身の喜寿と金婚への御祝品
への御礼

墨書 1通

662 〔大島浩書簡〕 大島浩 石坂泰三 3月25日

｢愛日小学校卒業以来｣の拝
晤への喜びと、｢旧友の会同｣
を願う。｢老生承知の人々｣の
住所列記

墨書 1通
封筒(表｢東京都渋谷
区 石坂泰三様｣・裏｢
茅ヶ崎市 大島浩｣)

663 〔大谷光暢書簡〕
大谷光暢(真宗大
谷派管長)

石坂泰三 昭和35年12月28日
｢大谷大学図書館｣建設への
尽力に対する御礼

墨書 1通

封筒(表｢東京都渋谷
区 石坂泰三様｣・裏｢
真宗大谷派管長 大
谷光暢｣)

664 〔大倉邦夫書簡〕 大倉邦夫 石坂泰三 〔昭和31年〕2月26日

｢近々比島の地図を入手して
故泰介見習士官殿と小生が動
向下経路を又、カヤパ峠で御
戦病死せられました地点等を
記憶を新たにして地図に御記
入の上御霊前に御供へ致し一
度御焼香させて戴きたい｣

ペン 1通

封筒(表｢川崎市 東京
芝浦電気株式会社社
長 石坂泰三様｣、｢秘
書室｣と鉛筆書き、｢
31.2.28｣の受付印あ
り・裏｢千葉県松戸市
大倉邦夫｣)

662～665・714の資料
は封筒(表｢重要書類
保存 四三、二、一
八、｣)一括

665 〔大倉邦夫書簡〕 大倉邦夫 石坂泰三 〔昭和31年〕6月25日
フィリピンで戦死した石坂泰介
の埋葬に関する手紙

ペン 1通
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666 〔覚書〕
｢矢野社長｣から受けた御恩に
感謝する文章

ペン 1枚
663の資料に挿入され
ていた

667 〔大倉邦夫書簡〕 大倉邦夫 石坂泰三 〔昭和31年〕7月21日
故石坂泰介戦病死地点及び
月について

ペン 1通

封筒(表｢東京都渋谷
区 石坂泰三様｣・裏｢
千葉県松戸市 大倉
邦夫｣)

668 〔岡田戒玉書簡〕
岡田戒玉(京都醍
醐寺)

石坂泰三 〔昭和36年〕11月6日
第二室戸台風による被害、影
響に関する手紙

墨書 1通

封筒(表｢東京都渋谷
区 石坂泰三様｣・裏｢
京都市 総本山醍醐
寺｣)

669 〔岡田戒玉書簡〕
岡田戒玉(京都総
本山醍醐寺 管長)

石坂泰三 昭和37年12月20日 届け物等に関する手紙 墨書 1通

封筒(表｢東京都渋谷
区 石坂泰三様｣・裏｢
京都市 堂本山醍醐
寺｣)

670 〔小澤元之助書簡〕 小澤元之助 石坂泰三 6月7日
石坂の別邸への植物植え込
みや、庭づくりについて

ペン・鉛筆 1通

封筒(表｢渋谷区代々
木初台町 石坂泰三
様｣・裏｢渋谷区中通
小澤元之助｣)

671 〔川部美智雄書簡〕 川部美智雄 石坂泰三 昭和41年11月2日

Mr.Harry F.Kernが来日に際
し、石坂との面会・会談を望ん
でいる旨と、石坂にそのための
スケジュールの工面を願う

印刷[カー
ボン(タイ
プ)]・ペン

1通 封筒

672 〔川端康成書簡〕 川端康成 石坂泰三 〔昭和46年〕6月14日
石坂の病気快癒の喜びと内祝
いの御礼状

墨書 1通 封筒

670・715～721の資料
は包紙(『吉田茂書
簡』(中央公論社
1994)の106・107頁の
電子式複写用紙を使
用)一括

673 〔越野菊雄書簡〕 越野菊雄 石坂泰三 昭和39年6月18日
石坂帰国のお祝いと｢しのぶ
草｣の感想の手紙

ペン 1通

｢東郷神社復興奉賛
会事務局｣封筒(表｢渋
谷区 石坂泰三殿｣・
裏｢北多摩郡狛江町
越野菊雄｣)

674 〔後藤達郎書簡〕 後藤達郎 石坂泰三 〔昭和41年〕5月24日
石坂と会った際の話、満80歳
を迎える石坂への祝いの言
葉、Mr.Moses氏への書簡の話

ペン 1通 封筒
672・833の資料は封
筒一括されていた
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675 〔後藤達郎書簡〕 後藤達郎 石坂泰三 〔昭和41年〕10月2日
石坂の欧州行きに関する話、
ハネデューメロンを石坂宛に
送った件について

ペン 1通 封筒

676 〔小林源四郎書簡〕 小林源四郎 石坂泰三 昭和44年2月27日

石坂の｢書いた物｣を、石坂の
兄定義との交友の縁などをふ
まえ、いただきたいとの旨の手
紙

ペン
本資料はステープ
ラー留め

1通
封筒(表｢渋谷区 石坂
泰三様｣・裏｢東京都
中央区 小林源四郎｣)

677 〔慶松光雄書簡〕 慶松光雄 石坂泰三 昭和42年10月12日
｢カルピス文化叢書｣中の中国
史に関する好著紹介

墨書 1通
封筒(表｢東京都渋谷
区 石坂泰三様｣・裏｢
金沢市 慶松光雄｣)

678 〔佐藤栄作書簡〕
佐藤栄作(内閣総
理大臣)

石坂泰三 昭和45年4月25日
｢旭日大綬章｣授与に際しての
親授・拝謁の時間を知らせる
手紙

印刷[カー
ボン(タイ
プ)]・墨書

1通

679 〔澤田節蔵書簡〕 澤田節蔵 石坂泰三 〔昭和42年〕6月29日
｢しのぶ草その后｣恵送の御礼
の手紙

ペン 1通
封筒(表｢東京都渋谷
区 石坂泰三様｣・裏｢
鎌倉市 澤田節蔵｣)

680 〔蒋経国書簡〕 蒋経国
中華民国56年〔昭和
42年〕12月9日

日本訪問の際の歓迎・歓待へ
の御礼と両国の友好合作のた
めの更なる継続努力を祈念す
る

印刷[活版] 経国用箋 1通
678・684の資料は封
筒一括されていた

681 〔鈴木勝利書簡〕 鈴木勝利 石坂泰三 11月27日
｢御親書｣への御礼と鶯関係の
話

ペン 本資料はピン留め 1通

679・680の資料は封
筒(表｢石坂泰三様 待
史 鶯ノ飼方｣・裏｢十
一月廿七日 鈴木勝
利｣)一括

682 〔鈴木勝利書簡〕 鈴木勝利 石坂泰三
｢鶯二羽と板清の作った鳥籠
一対｣お届けの旨と鶯の飼い
方に関する諸事項

ペン
本資料はステープ
ラー留め

1通

683 〔外石厚子書簡〕 外石厚子 石坂泰三 〔昭和42年〕7月3日
｢志のぶ草其後｣への御礼の手
紙

墨書 鳩居堂便箋 1通
封筒(表｢渋谷区 石坂
泰三様｣・裏｢品川区
外石あつ子｣)

684 〔多氣檗山書簡〕 多氣檗山 石坂泰三 〔昭和43年〕5月 主に万国博に関する手紙 墨書 1通

封筒(表｢東京都渋谷
区 石坂泰三閣下｣・
裏｢四日市市 多氣檗
山｣)



石坂泰三関係文書目録

79

資料
番号

枝番 タイトル 作成者 宛先 年月日 内容 記述法 用紙 備考 数量 付属資料 合綴注記

685 〔田島道治書簡〕 田島道治 石坂泰三 〔昭和42年〕6月6日
｢志のぶ草其後｣拝受の御礼
及び献本に関する話

ペン 1通
封筒(表｢渋谷区 石坂
泰三様｣・裏｢東京都
港区 田島道治｣)

686
〔中華民国駐日本国大
使館書簡〕

中華民国駐日本
国大使館

石坂泰三 〔昭和42年〕12月20日

｢先般貴国へ来訪した蒋経国
国防部長の書状一通を接受し
ましたので、同封にて御届け
致します。｣

印刷[カー
ボン(タイ

プ)]
1通 封筒

687 〔張厲生書簡〕 張厲生 石坂泰三 〔昭和41年〕10月28日
｢中日合作策進委員会｣の話、
近況報告

墨書 1通 封筒

688 〔張厲生書簡〕 張厲生 石坂泰三 昭和42年5月29日
石坂泰三の誕生日祝いの手
紙

墨書 1通

封筒(表｢日本東京都
渋谷区 石坂泰三先
生 中華民国台湾省
台北市 張厲生｣)

689 〔張厲生書簡〕 張厲生 石坂泰三 昭和45年5月31日
｢石坂泰三先生華誕｣のグリー
ティングカード

印刷[活
版]・ペン

1通

封筒(表｢日本 東京市
渋谷区 石坂泰三先
生｣・裏｢中華民国台
湾省台北市 張厲
生｣)・｢張厲生｣名刺(｢
石坂先生華誕 萬寿
無彊｣他ペン書きあり)

690 〔塚田庄三書簡〕
塚田庄三(住友銀
行)

石坂泰三 〔昭和39年〕7月13日

石坂泰三の喜寿と名誉法学博
士号授与を祝う旨と、祝賀会
の欠席及び｢祝賀の微意｣とし
て｢慶長大判｣を送る旨伝える
手紙

墨書 和紙継紙 1通
封筒(表｢石坂泰三
様｣・裏｢七月十三日
住友銀行 塚田庄三｣)

691
〔東京急行電鉄株式会
社 秘書課長書簡〕

東京急行電鉄株
式会社 秘書課長

石坂泰三 昭和25年1月19日
｢退職金源泉徴収票御送付に
ついて｣

印刷[カー
ボン(タイ
プ)]・ペン

1枚

封筒(表｢渋谷区 石坂
泰三殿｣・裏｢東京都
渋谷区 東京急行電
鉄株式会社 秘書課
長｣)

692
〔東京大学経友会書
簡〕

東京大学経友会 石坂一義 昭和45年5月 会費二年分の払込願
印刷[活
版]・ペン

ステープラー留め・
糊付け

1通
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693 〔苫米地義三書簡〕
苫米地義三(内閣
官房長官)

石坂泰三 昭和23年7月10日

｢観光事業審議会｣の委員就
任承諾の場合｢公職適否審
査｣の調査表への記入及び返
送を願う

印刷[カー
ボン(タイ
プ)]・ペン

内閣タイプラ
イター用紙

1通

694 〔中島文雄書簡〕
中島文雄(津田塾
大学長)

石坂泰三 昭和49年4月10日
寄付金への感謝と｢石坂泰三
賞基金｣設立の意向を伝える
手紙

ペン 1通

692～694の資料は封
筒(表｢石坂泰三先
生｣・裏｢津田塾大学
長 中島文雄｣)一括

695 領収書
津田塾大学会計
課

石坂泰三 昭和49年4月9日 寄付金の領収書
印刷[活
版]・ペン

1枚

696 受領書
中島文雄(津田塾
大学長)

石坂泰三 昭和49年4月9日
｢石坂泰三賞基金として右御
寄附ありがたく受領いたしまし
た。｣

墨書
津田塾大学

便箋
｢津田塾大学長｣印
あり

1枚

697 〔中司清書簡〕 中司清 石坂泰三 〔昭和43年〕3月5日
阪急野田社長から石坂作の陶
器を譲り受けたのに際しての
御礼の手紙

墨書 1通
封筒(表｢東京都渋谷
区 石坂泰三様｣・裏｢
芦屋市 中司清｣)

698 〔中林利平封筒〕 中林利平 石坂泰三 ｢揮毫依頼｣ ペン 1枚

699
〔日本銀行保険組合書
簡〕

日本銀行保険組
合

石坂泰三 昭和45年5月28日

創立30周年記念事業として｢
家庭の医学｣を配布。その石
坂一彦氏分を同氏帰国までの
預かりを願う。

印刷[カー
ボン(タイ
プ)]・ペン

1通
｢日本銀行｣封筒(表｢
渋谷区 石坂泰三様｣)

700 〔野澤一郎書簡〕 野澤一郎 石坂泰三 昭和42年7月24日
｢志の婦草其の後｣御恵贈の御
礼の手紙

墨書 1通

封筒(表｢渋谷区松濤
石坂泰三様｣・裏｢渋
谷区代々木 野澤一
郎｣)

701 〔秦巖夫書簡〕 秦巖夫 石坂泰三 〔昭和38年〕9月20日
松本春子さんの和歌の額につ
いて

ペン 1通

699・704～706の資料
は封筒(表｢松濤町
石坂泰三様｣・裏｢札
幌市 松本春子｣)一括

702 〔畠山一清書簡〕 畠山一清 石坂泰三 〔昭和38年〕9月28日 近況報告 墨書 明月軒用箋 1通
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703 〔原田貞子書簡〕 原田貞子 石坂泰三 〔昭和42年〕7月5日 ｢御歌集｣への御礼の手紙 ペン やまと便箋 1通
封筒(表｢東京都渋谷
区 石坂泰三様｣・裏｢
横浜市 原田貞子｣)

704 〔豊道春海書簡〕 〔豊道春海〕 石坂泰三 〔昭和36年〕1月28日
｢書道館建設の件｣に関し｢代
表の御署名｣を御快諾下され
たことへの御礼の手紙

墨書 和紙継紙 1通

封筒(表｢中央区 東京
芝浦電気株式会社
社長石坂泰三先生大
人｣(｢会長秘書室｣
印、｢本社文書課 受
付｣印あり)・裏｢品川区
豊道慶中｣(豊道慶中
と鉛筆書きあり))

本資料は厚紙フォル
ダ(表｢手漉き純和紙
出雲便箋、封筒｣)に
封入

705 〔細川護貞書簡〕 細川護貞 石坂泰三 昭和42年8月28日
｢貴歌集｣御恵贈の御礼の手
紙と歌

墨書 1通
封筒(表｢東京都渋谷
区 石坂泰三様｣・裏｢
鎌倉市 細川護貞｣)

706 〔松本春子書簡〕 松本春子 石坂泰三 〔昭和38年〕9月23日

工業倶楽部の要職についたこ
とのお祝いと、来道の際歌をほ
めて頂いたことへの御礼及
び、歌を一点届けさせて頂くこ
とを伝える

墨書 1通
8‐32・33の資料は一
括されていた

707 摩周湖にて 松本春子 昭和38年8月
｢摩周湖のしじまにあいてうごく
もの たたひとひらの雲とこそ居
る｣

ペン 1枚

708 納品書 湯山春嶺堂 石坂泰三 〔昭和38年〕9月30日 松本春子先生書 額 ペン 1枚 ｢秦巖夫｣の住所印

709 〔三村起一書簡〕 三村起一 石坂泰三 昭和34年4月1日
｢泰三窯の御茶碗｣御恵贈の
御礼

墨書 1通

封筒(表｢都内渋谷区
石坂泰三様｣・裏｢中
野区 三村起一｣と墨
書あり)

710 〔宮崎松記書簡〕 宮崎松記 石坂泰三 〔昭和40年〕3月24日
｢インド救ライ計画｣進捗状況
等に関する近況報告

ペン 1通

708・709の資料は封
筒(表｢東京都渋谷区
石坂泰三様｣・裏｢熊
本市 宮崎松記｣)一括

711

ライ救済へインド永住宮
崎博士 一家をあげて
五月末に熊本出発(『毎
日新聞』記事切抜)

〔昭和40年3月23日〕 印刷 1枚
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712 〔宮崎松記書簡〕 宮崎松記 石坂泰三 〔昭和41年〕2月4日
アジア救ライ協会インドセン
ターの始業式に関する報告
と、今後の強い支援を願う

ペン 1通 封筒
710・711の資料は封
筒一括されていた

713

Sushila Nayar praises
JALMA's
work(『HINDUSTAN
TIMES』記事切抜)

昭和41年1月2日 710の関連資料 印刷 1枚

714 〔宮崎松記書簡〕 宮崎松記 石坂泰三 〔昭和44年〕
｢ぼだい樹の木陰で｣という本
の出版のお知らせと、これまで
の支援に対する御礼

ペン

The India
Center The

Japan
Leprosy

Mission For
Asia便箋

本資料はステープ
ラー留め

1通

封筒あり、押し花・押
し葉(｢THE INDIA
CENTER The Japan
Leprosy Mission For
Asia｣便箋を包紙とし
て使用)封入

715 〔山下太郎書簡〕 山下太郎 石坂泰三 昭和20年12月5日

｢貴殿御名義ヲ拝借致シ居候
拙者所有ニ係ル株式｣の株主
報告義務免除に関し、｢何等ノ
御手続御心配ニ及ビ不申候｣
旨伝える

印刷[カー
ボン(タイ
プ)]・ペン

1通

716 〔山下太郎書簡〕 山下太郎 石坂泰三 昭和32年5月
｢日本輸出石油株式会社株式
一万株｣の帰属、所得の税金
関係について

印刷[カー
ボン(タイ
プ)]・墨書

1通
封筒(表｢石坂泰三
様｣・裏｢山下太郎｣)

717 〔吉田茂書簡〕 吉田茂 石坂泰三 〔昭和28年〕5月12日
向井〔忠晴〕(大蔵大臣)の後任
を石坂に要請する為の内諾を
求める書簡

墨書

『吉田茂書簡』(中
央公論社 1994)の
106頁掲載の元資
料

1通 封筒

718 〔吉田茂書簡〕 吉田茂 石坂泰三 〔昭和31年〕3月5日
日ソ問題に関する意見聴取へ
の御礼の手紙

墨書

『吉田茂書簡』(中
央公論社 1994)の
106～107頁掲載の
元資料

1通

719 〔吉田茂書簡〕 吉田茂 石坂泰三 〔昭和33年〕7月2日 ｢電気器械御恵贈｣御礼 墨書
本資料の宛先は｢
石坂老台｣

1通
封筒(表｢東京渋谷区
石坂泰三様 侍史｣・
裏｢大礒 吉田茂｣)

720 〔吉田茂書簡〕 吉田茂 石坂泰三 〔昭和35年〕12月12日
米国庭園協会からの訪日申入
れ問題への賛意を求める

墨書 1通 封筒
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721 〔吉田茂書簡〕 吉田茂 石坂泰三 〔昭和36年〕5月28日
｢米国ガーデンクラブ｣来日感
謝

墨書 1通

封筒(表｢東京渋谷区
石坂泰三様 侍史｣・
裏｢日米協会 吉田
茂｣)

722 〔吉田茂書簡〕 吉田茂 昭和40年11月
｢小生米寿記念として袱紗同
封小包差上候｣

印刷[活版] 1通
封筒(表｢御挨拶｣・裏｢
神奈川県大礒　吉田
茂｣と印刷)

723 〔吉田茂封筒〕 吉田茂 石坂泰三 7月5日 封筒のみ 墨書 1枚

724 〔林挺生書簡〕
林挺生(大同製鋼
機械股份有限公
司 菫事長)

石坂泰三
中華民国55年〔昭和
41年〕10月23日

公司の発展等に関する書簡
印刷[カー
ボン(タイ

プ)]

｢大同総発字第
2202號｣とあり。

1通 封筒

10-3．宮中・皇族関係

725 〔飯村三雄書簡〕
飯村三雄(三笠宮
附)

石坂泰三 昭和40年12月

｢明年一月五日崇仁親王殿下
第一男子寛仁親王殿下の成
年式を行われますにつき一月
七日正午綱町三井倶楽部に
おいて午餐にお招きでありま
すので御案内申し上げます｣

印刷[活
版]・墨書

1通
封筒(表｢宮内庁参与
石坂泰三殿｣)

726 〔稲田周一書簡〕
稲田周一(侍従次
長)

石坂泰三 昭和40年2月22日

｢きたる三月六日 皇后陛下御
誕生日につき、午前十一時祝
賀のため 皇后陛下に拝謁が
ありますからお伝え申し上げま
す。｣

印刷[活
版]・墨書

1通

封筒(表｢渋谷区 石坂
泰三殿｣・裏｢東京都
千代田区 宮内庁侍
従職｣)

727 〔稲田周一書簡〕 稲田周一(侍従長) 石坂泰三 昭和40年4月15日

｢きたる二十九日 天皇陛下の
御誕生日につき、午前十一時
十五分 天皇陛下に拝謁があり
ますからお伝えします。｣

印刷[活
版]・墨書

1通

725・728・729・735～
739・818・819の資料
は封筒(表｢渋谷区 石
坂泰三殿｣・裏｢東京
都千代田区 宮内庁
侍従職｣)一括。737・
738の資料はクリップ
一括。

728 〔稲田周一書簡〕 稲田周一(侍従長) 石坂泰三 昭和40年7月29日

｢一、鮎 弐拾尾 右 天皇 皇后
両陛下から思召をもつて賜わ
りますからこの旨お伝えしま
す｣

印刷[カー
ボン(タイ

プ)]
宮内庁罫紙 1通
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729 〔稲田周一書簡〕 稲田周一(侍従長) 石坂泰三 昭和40年10月5日
石坂の天皇への進講の日程を
知らせる

印刷[カー
ボン(タイ

プ)]

宮内庁8号
用紙

｢宮内庁｣封筒(表｢
渋谷区松濤町 石
坂泰三殿｣)あり

1通

730 〔稲田周一書簡〕 稲田周一(侍従長) 石坂泰三 昭和40年12月16日

｢天皇皇后両陛下には昭和四
十一年一月一日午前十時新
年の御祝詞をうけさせられま
す｣

印刷[活
版]・墨書

1通

731 〔稲田周一書簡〕 稲田周一(侍従長) 石坂泰三 昭和40年12月25日
｢一、鴨 弐羽 右 天皇 皇后両
陛下から思召をもつて賜わりま
すからこの旨お伝えします｣

印刷[カー
ボン(タイ

プ)]
宮内庁罫紙 1通

732 〔稲田周一書簡〕 稲田周一(侍従長) 石坂泰三 昭和41年2月

｢きたる二月十日(木曜)葉山御
用邸において午餐を賜わりま
すから、同日正午までに参邸
されますよう、この旨お伝え申
します。｣

印刷[カー
ボン(タイ

プ)]
宮内庁罫紙 1通

封筒(表｢石坂泰三
殿｣・裏｢東京都千代
田区 宮内庁侍従職｣)

733 〔稲田周一書簡〕 稲田周一(侍従長) 石坂泰三 昭和41年4月15日

｢きたる二十九日 天皇陛下の
御誕生日につき、御祝詞言上
のため午前十一時二十五分
天皇陛下に拝謁がありますか
らお伝えします。｣

印刷[活
版]・墨書

1通

封筒(表｢石坂泰三
殿｣・裏｢東京都千代
田区 宮内庁侍従
職｣)・注意事項

734 〔稲田周一書簡〕 稲田周一(侍従長) 石坂泰三 昭和41年12月20日
｢一、鴨 弐羽 右 天皇 皇后両
陛下から思召をもつて賜わりま
すからこの旨お伝えします｣

印刷[活版] 1通
封筒(表｢石坂泰三
殿｣・裏｢東京都千代
田区 宮内庁侍従職｣)

735 〔稲田周一書簡〕 稲田周一(侍従長) 石坂泰三 昭和41年12月20日
｢天皇皇后両陛下には 昭和42
年一月一日午前十時新年の
御祝詞を受けさせられます｣

印刷[活
版]・墨書

1通
封筒(表｢石坂泰三
殿｣・裏｢東京都千代
田区 宮内庁侍従職｣)

736 〔稲田周一書簡〕 稲田周一(侍従長) 石坂泰三 昭和42年6月7日

｢天皇陛下、きたる15日(木曜)
午餐に召されますから、同日
正午までに参内せられますよ
う、この旨お伝え申します。｣

印刷[カー
ボン(タイ
プ)]・ペン

宮内庁タイ
プ用紙

1通

封筒(表｢石坂泰三
殿｣・裏｢東京都千代
田区 宮内庁侍従長
稲田周一｣)
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737 〔稲田周一書簡〕 稲田周一(侍従長) 石坂泰三 昭和42年8月11日

｢一、鮎 弐拾尾 右 天皇 皇后
両陛下から思召をもつて賜わ
りますからこの旨お伝えしま
す｣

印刷[活版] 1通

738 〔稲田周一書簡〕 稲田周一(侍従長) 石坂泰三 昭和42年12月19日
｢一、鴨 弐羽 右 天皇 皇后両
陛下から思召をもつて賜わりま
すからこの旨お伝えします｣

印刷[活版] 1通

739 〔稲田周一書簡〕 稲田周一(侍従長) 石坂泰三 昭和42年12月22日

｢天皇皇后両陛下には昭和四
十三年一月一日午前十時新
年の御祝詞をうけさせられま
す｣

印刷[活
版]・墨書

1通

740 新年祝賀の儀について 注意事項
印刷[カー
ボン(タイ

プ)]
1枚

741 〔稲田周一書簡〕 稲田周一(侍従長) 石坂泰三 昭和43年2月5日

｢天皇陛下、きたる14日(水曜)
葉山御用邸において午餐に
召されますから、同日正午まで
に参内せられますよう、この旨
お伝え申します。｣

印刷[カー
ボン(タイ
プ)]・ペン

宮内庁タイ
プ用紙

1通
封筒(表｢石坂泰三
殿｣・裏｢東京都千代
田区 宮内庁侍従職｣)

742 〔稲田周一書簡〕 稲田周一(侍従長) 石坂泰三 昭和43年7月25日

｢一、鮎 弐拾尾 右 天皇 皇后
両陛下から思召をもつて賜わ
りますからこの旨お伝えしま
す｣

印刷[活版] 1通

封筒(表｢石坂泰三
殿｣・裏｢東京都千代
田区 侍従長稲田周
一｣)

743 〔稲田周一書簡〕 稲田周一(侍従長) 石坂泰三 昭和43年12月27日
｢一、鴨 弐羽 右 天皇 皇后両
陛下から思召をもつて賜わりま
すからこの旨お伝えします｣

印刷[活
版]・ペン

1通

741・742の資料は封
筒(表｢石坂泰三殿｣・
裏｢東京都千代田区
宮内庁侍従職｣)一括

744 新年祝賀の儀について 注意事項
印刷[カー
ボン(タイ

プ)]
1枚



石坂泰三関係文書目録

86

資料
番号

枝番 タイトル 作成者 宛先 年月日 内容 記述法 用紙 備考 数量 付属資料 合綴注記

745 〔稲田周一書簡〕 稲田周一(侍従長) 石坂泰三 昭和44年2月4日

｢天皇陛下、きたる12日(水曜)
午餐に召されますから、同日
正午までに参内せられますよ
う、この旨お伝え申します。｣

印刷[カー
ボン(タイ
プ)]・ペン

宮内庁タイ
プ用紙

1通

封筒(表｢石坂泰三
殿｣・裏｢東京都千代
田区 宮内庁侍従職
侍従長稲田周一｣)

746 〔稲田周一書簡〕 稲田周一(侍従長) 石坂泰三 昭和44年7月19日

｢一、鮎 弐拾尾 右 天皇 皇后
両陛下から思召をもつて賜わ
りますからこの旨お伝えしま
す｣

印刷[活版] 1通
封筒(表｢石坂泰三
殿｣・裏｢侍従長稲田
周一｣)

747 〔稲田周一封筒〕 稲田周一(侍従長) 石坂泰三 封筒のみ 墨書 1枚

748 〔入江相政書簡〕 入江相政(侍従長) 石坂泰三 昭和40年4月20日
天皇誕生日の祝詞言上のた
めの拝謁を知らせる

印刷[活
版]・墨書

1通

746・747の資料は｢宮
内庁｣封筒(表｢渋谷区
松濤町 石坂泰三
殿｣。｢29日｣とペン書
きあり)一括。

749
〔天皇誕生日の拝謁に
ついての注意書き〕

宮内庁 3項目の注意書き
印刷[カー
ボン(タイ

プ)]

宮内庁タイ
プ用紙

1枚

750 〔入江相政書簡〕 入江相政 石坂泰三 〔昭和42年〕1月21日
催馬楽の日程御都合の問い
合わせ

ペン 1通
封筒(表｢渋谷区 石坂
泰三様｣・裏｢千代田
区 入江相政｣)

751 〔入江相政書簡〕
入江相政(侍従次
長)

石坂泰三 昭和44年2月22日

｢きたる三月六日 皇后陛下誕
生日につき、午前十一時祝賀
のため 皇后陛下に拝謁があり
ますからお伝え申し上げま
す。｣

印刷[活
版]・墨書

注意事項の貼紙あ
り

1通
封筒(表｢石坂泰三
殿｣・裏｢東京都千代
田区 宮内庁侍従職｣)

752 〔入江相政書簡〕 入江相政(侍従長) 石坂泰三 昭和44年12月26日
｢一、鴨 弐羽 右 天皇 皇后両
陛下から思召をもつて賜わりま
すからこの旨お伝えします｣

印刷[活版] 1通
封筒(表｢石坂泰三
殿｣・裏｢侍従長 入江
相政｣)

753 〔入江相政書簡〕 入江相政(侍従長) 石坂泰三 昭和45年2月16日

｢天皇皇后両陛下、きたる2月
27日(金曜)午前10時30分か
ら、貴殿の進講をお聞きになり
ますから、この旨お伝えいたし
ます。｣

ペン 宮内庁罫紙 1通

751・752の資料は｢宮
内庁｣封筒(表｢渋谷区
石坂泰三殿｣)に封入
され、クリップ一括
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754 〔入江相政書簡〕 入江相政(侍従長) 石坂泰三 昭和45年2月16日

｢天皇皇后両陛下、きたる2月
27日(金曜)午餐に召されます
ので、同日正午までに参内せ
られますよう、この旨お伝えい
たします。｣

印刷[カー
ボン(タイ

プ)]

宮内庁タイ
プ用紙D

1通

755 〔入江相政書簡〕 入江相政(侍従長) 石坂泰三 昭和45年4月20日

｢きたる二十九日 天皇陛下の
御誕生日につき、午後零時三
十分 天皇陛下に拝謁がありま
すからお伝えします。｣

印刷[活
版]・ペン

1通

封筒(表｢渋谷区 石坂
泰三殿｣・裏｢東京都
千代田区 宮内庁侍
従職｣)。注意事項を
印刷した小紙1枚。

756 〔入江相政書簡〕 入江相政(侍従長) 石坂泰三 昭和45年7月16日

｢一、鮎 弐拾尾 右 天皇 皇后
両陛下から思召をもつて賜わ
りますからこの旨お伝えしま
す｣

印刷[活版] 1通
封筒(表｢石坂泰三
殿｣・裏｢侍従長入江
相政｣)

757 〔入江相政書簡〕 入江相政(侍従長) 石坂泰三 昭和45年12月17日
｢一、鴨 弐羽 右 天皇 皇后両
陛下から思召をもつて賜わりま
すからこの旨お伝えします｣

印刷[活版] 1通
封筒(表｢石坂泰三
殿｣・裏｢侍従長入江
相政｣)

758 〔入江相政書簡〕 入江相政(侍従長) 石坂泰三 昭和46年4月17日

｢きたる二十九日 天皇陛下の
御誕生日につき、午前十一時
天皇陛下に拝謁がありますか
らお伝えします。｣

印刷[活
版]・ペン

1通

756～758の資料は封
筒(表｢渋谷区 石坂泰
三殿｣・裏｢東京都千
代田区 宮内庁侍従
職｣)一括

759 〔注意事項〕 拝謁の際の注意事項
印刷[カー
ボン(タイ

プ)]

宮内庁タイ
プ用紙D

1枚

760 〔自動車標識〕
｢当日、自動車の前方見易い
所に、必ずはつて下さい。｣

印刷[活版] 1枚

761 〔入江相政書簡〕 入江相政(侍従長) 石坂泰三 昭和46年12月23日
｢一、鴨 弐羽 右 天皇 皇后両
陛下から思召をもつて賜わりま
すからこの旨お伝えします｣

印刷[活版] 1通

759・760の資料は封
筒(表｢石坂泰三殿｣・
裏｢侍従長 入江相
政｣)一括

762 〔入江相政書簡〕 入江相政(侍従長) 石坂泰三 昭和47年7月22日

｢一、鮎 弐拾尾 右 天皇 皇后
両陛下から思召をもつて賜わ
りますからこの旨お伝えしま
す｣

印刷[活
版]・ペン

1通
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763 〔入江相政書簡〕 入江相政(侍従長) 石坂泰三 昭和48年4月20日

｢きたる二十九日 天皇陛下の
御誕生日につき、御祝詞言上
のため午前十一時 天皇陛下
に拝謁がありますからお伝えし
ます。｣

印刷[活
版]・ペン

1通
761・762の資料は｢宮
内庁｣封筒(表｢渋谷区
石坂泰三殿｣)一括

764 〔注意事項〕 宮内庁 拝謁の際の注意事項
印刷[カー
ボン(タイ

プ)]

宮内庁タイ
プ用紙D

1枚

765 〔入江相政書簡〕 入江相政(侍従長) 石坂泰三 昭和49年4月20日

｢きたる二十九日 天皇陛下の
御誕生日につき、午前十一時
天皇陛下に拝謁がありますか
らお伝えします。｣

印刷[活
版]・ペン

1通
763～765の資料は｢
宮内庁｣封筒(表｢渋谷
区 石坂泰三殿｣)一括

766 〔注意事項〕 拝謁の際の注意事項
印刷[カー
ボン(タイ

プ)]

宮内庁タイ
プ用紙D

1枚

767 自動車標識
〔昭和49年4月29日以
前〕

印刷[活版] 1枚

768 〔入江相政書簡〕 入江相政(侍従長) 石坂泰三 昭和49年7月17日

｢一、鮎 拾五尾 右 天皇 皇后
両陛下から思召をもつて賜わ
りますからこの旨お伝えしま
す｣

印刷[カー
ボン(タイ
プ)]・ペン

1通
封筒(表｢石坂泰三
殿｣・裏｢侍従長入江
相政｣)

769 〔入江相政書簡〕 入江相政(侍従長) 石坂泰三 昭和49年12月16日

｢天皇皇后両陛下には昭和五
十年一月一日午前九時四十
分新年の御祝詞をうけさせら
れます｣

印刷[カー
ボン(タイ
プ)]・ペン

宮内庁タイ
プ用紙D

1通

｢宮内庁｣封筒(表｢渋
谷区 石坂泰三殿｣)。
名刺(｢実践女子大文
学部教授 文学博士
木俣修｣)1枚。

770 〔宇佐美毅書簡〕
宇佐美毅(宮内庁
長官)

石坂泰三 昭和32年10月25日

｢きたる十一月四日赤坂御苑
において天皇皇后両陛下御
催の園遊会に御招待申し上げ
ます｣

印刷[活
版]・墨書

1通
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771 〔宇佐美毅書簡〕
宇佐美毅(宮内庁
長官)

石坂泰三 昭和39年4月6日

｢今般貴殿に対し、皇室の重
要事項に参与すべき旨御沙汰
がありましたので、御通知申し
上げます。｣

印刷[カー
ボン(タイ

プ)]
宮内庁罫紙 1通

封筒(表｢石坂泰三
殿｣・裏｢宮内庁長官
宇佐美毅｣)

772 〔宇佐美毅書簡〕 宇佐美毅 石坂泰三 〔昭和39年〕8月12日
皇室財政についての説明の会
合の日時、場所等について

墨書 1通
封筒(表｢渋谷区 石坂
泰三様｣・裏｢皇居内
宮内庁 宇佐美毅｣)

773 〔宇佐美毅書簡〕
宇佐美毅(宮内庁
長官)

石坂泰三・〔三浦
智子〕

昭和39年9月17日

｢来たる九月三十日宮中にお
いて行なわせられる正仁親王
殿下結婚の儀に御参列になり
ますよう御案内申し上げます｣

印刷[活
版]・墨書

同文2通 2通

封筒(表｢石坂泰三殿
同令夫人｣・裏｢この封
書は来たる九月三十
日に行われる正仁親
王殿下結婚の儀の案
内状であります 宮内
庁式部職｣)

774 〔宇佐美毅書簡〕
宇佐美毅(宮内庁
長官)

石坂泰三 昭和40年4月8日

｢きたる四月二十三日赤坂御
苑において天皇皇后両陛下
御催しの園遊会にお招きにな
りますから御案内申し上げま
す｣

印刷[活
版]・墨書

1通

775 〔宇佐美毅書簡〕
宇佐美毅(宮内庁
長官)

石坂泰三 昭和40年10月25日

｢きたる十一月十日赤坂御苑
において天皇皇后両陛下御
催しの園遊会にお招きになり
ますから御案内申し上げます｣

印刷[活
版]・墨書

1通

776 〔名前札〕 石坂泰三
｢石坂日米修好通商百年記念
行事運営会長｣

墨書 773の関連資料ヵ 1枚

777 〔宇佐美毅書簡〕 宇佐美毅 石坂泰三 〔昭和41年〕8月8日
三谷前侍従長の処遇に関する
手紙

墨書 1通
封筒(表｢渋谷区 石坂
泰三様｣・裏｢千代田
区 宇佐美毅｣)

778 〔宇佐美毅書簡〕
宇佐美毅(宮内庁
長官)

石坂泰三 昭和41年8月20日 皇居宮殿上棟式の御案内
印刷[活
版]・墨書

1通

封筒(表｢渋谷区 石坂
泰三殿｣・裏｢宮内庁
長官 宇佐美毅｣)・注
意事項記載の小紙

779 〔宇佐美毅書簡〕
宇佐美毅(宮内庁
長官)

石坂泰三 昭和41年10月27日

｢きたる十一月十一日赤坂御
苑において天皇皇后両陛下
御催しの園遊会にお招きにな
りますから御案内申し上げま
す｣

印刷[活
版]・墨書

1通
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780 〔宇佐美毅書簡〕
宇佐美毅(宮内庁
長官)

石坂泰三 昭和42年4月30日

｢来たる五月十四日赤坂御苑
において天皇皇后両陛下御
催しの園遊会にお招きになり
ますから御案内申し上げます｣

印刷[活
版]・ペン

779の資料の日付
違い

1通

封筒(表｢石坂泰三
殿｣・裏｢この封書は、
きたる五月十四日赤
坂御苑における園遊
会の案内状でありま
す 宮内庁式部職｣)

781 〔宇佐美毅書簡〕
宇佐美毅(宮内庁
長官)

石坂泰三 昭和42年5月2日

｢来たる五月十九日赤坂御苑
において天皇皇后両陛下御
催しの園遊会にお招きになり
ますから御案内申し上げます｣

印刷[活
版]・ペン

1通

779～782の資料は封
筒(表｢石坂泰三殿｣・
裏｢この封書は、きた
る五月十九日赤坂御
苑における園遊会の
案内状であります 宮
内庁式部職｣)一括

782
赤坂御苑園遊会参入
券

石坂泰三 昭和42年5月19日
印刷[活
版]・ペン

1枚

783 赤坂御苑園遊会 昭和42年5月19日 注意事項 絵地図 印刷[活版] 1枚

784 自動車標識(緑色) 昭和42年5月19日 印刷[活版] 1枚

785 〔宇佐美毅書簡〕
宇佐美毅(宮内庁
長官)

石坂泰三 昭和42年10月25日

｢きたる十一月十日赤坂御苑
において天皇皇后両陛下御
催しの園遊会にお招きになり
ますから御案内申し上げます｣

印刷[活
版]・墨書

1通

786 〔宇佐美毅書簡〕
宇佐美毅(宮内庁
長官)

石坂泰三 昭和44年10月17日

｢来たる十一月六日皇居東御
苑において天皇皇后両陛下
御催しの園遊会にお招きにな
りますから御案内申し上げま
す｣

印刷[活
版]・墨書

1通

768・772～774・777・
778・782・805の資料
は封筒(表｢石坂泰三
殿｣・裏｢この封書は来
たる四月二十三日赤
坂御苑における園遊
会の案内状でありま
す 宮内庁式部職 御
賛否を同封の葉書で
来たる四月十六日ま
でに御通知下さい｣)
一括
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787 〔宇佐美毅書簡〕
宇佐美毅(宮内庁
長官)

石坂泰三 昭和45年4月14日

｢来たる四月二十九日天皇誕
生日につき天皇皇后両陛下御
催しの宴会にお招きになりま
すから御案内申し上げます｣

印刷[活
版]・墨書

1通
封筒(表｢日本万国博
覧会協会 会長 石坂
泰三殿｣)

788 〔宇佐美毅書簡〕
宇佐美毅(宮内庁
長官)

石坂泰三 昭和45年5月8日

｢きたる五月二十六日赤坂御
苑において天皇皇后両陛下
御催しの園遊会にお招きにな
りますから御案内申し上げま
す｣

印刷[活
版]・墨書

1通
786～789の資料は封
筒(表｢石坂泰三殿｣)
一括

789
赤坂御苑 園遊会参入
券

石坂泰三
〔昭和45年5月26日以
前〕

印刷[活
版]・ペン

1枚

790 自動車標識(緑色)
〔昭和45年5月26日以
前〕

印刷[活版] 1枚

791 赤坂御苑 園遊会
〔昭和45年5月26日以
前〕

注意事項 絵地図 印刷[活版] 1枚

792 〔宇佐美毅書簡〕
宇佐美毅(宮内庁
長官)

石坂泰三 昭和45年9月19日

｢天皇皇后両陛下の思召によ
り来たる九月二十六日午餐を
賜わりますからこの旨お伝え致
します｣

印刷[活
版]・墨書

1通

790～794の資料は封
筒(表｢日本万国博覧
会協会 会長 石坂泰
三殿｣)一括

793 〔注意事項〕
印刷[カー
ボン(タイ
プ)]・ペン

1枚

794 宮殿案内図
電子式複
写(手書き)

1枚

795 〔自動車標識〕 印刷[活版] 1枚

796 御陪食次第
電子式複

写
1枚

797 〔宇佐美毅書簡〕
宇佐美毅(宮内庁
長官)

石坂泰三 昭和45年10月26日

｢きたる十一月十日赤坂御苑
において天皇皇后両陛下御
催しの園遊会にお招きになり
ますから御案内申し上げます｣

印刷[活
版]・墨書

1通
封筒(表｢石坂泰三
殿｣)
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798 〔宇佐美毅書簡〕
宇佐美毅(宮内庁
長官)

石坂泰三 昭和46年4月26日

｢きたる五月十一日赤坂御苑
において天皇皇后両陛下御
催しの園遊会にお招きになり
ますから御案内申し上げます｣

印刷[活
版]・墨書

1通
封筒(表｢石坂泰三
殿｣)

799 〔宇佐美毅書簡〕
宇佐美毅(宮内庁
長官)

石坂泰三 昭和46年10月18日

｢きたる十一月二日赤坂御苑
において天皇皇后両陛下御
催しの園遊会にお招きになり
ますから御案内申し上げます｣

印刷[活
版]・墨書

1通

800 〔宇佐美毅書簡〕
宇佐美毅(宮内庁
長官)

石坂泰三 昭和48年5月1日

｢きたる五月十八日赤坂御苑
において天皇皇后両陛下御
催しの園遊会にお招きになり
ますから御案内申し上げます｣

印刷[活
版]・墨書

1通
798～800の資料は封
筒(表｢石坂泰三殿｣)
一括

801 赤坂御苑 園遊会
〔昭和48年5月18日以
前〕

注意事項 絵地図 印刷[活版] 1枚

802 〔名前札〕 石坂泰三 ｢石坂泰三｣ 墨書 1枚

803 〔宇佐美毅書簡〕
宇佐美毅(宮内庁
長官)

石坂泰三 昭和48年10月8日

｢きたる十月三十一日赤坂御
苑において天皇皇后両陛下
御催しの園遊会にお招きにな
りますから御案内申し上げま
す｣

印刷[活
版]・墨書

1通
797・798の資料は封
筒(表｢石坂泰三殿｣)
一括

804 赤坂御苑 園遊会
〔昭和48年10月31日
以前〕

注意事項 絵地図 印刷[活版] 1枚

805 〔宇佐美毅書簡〕
宇佐美毅(宮内庁
長官)

石坂泰三 昭和49年4月19日

｢きたる五月十日赤坂御苑に
おいて天皇皇后両陛下御催し
の園遊会にお招きになります
から御案内申し上げます｣

印刷[活
版]・墨書

1通
封筒(表｢石坂泰三
殿｣)

806 〔島重信書簡〕 島重信(式部官長) 石坂泰三 昭和45年12月26日

｢昭和四十六年一月十二日正
殿松の間において行われます
歌会始の儀に御参列の節は、
午前九時四十分までに皇居坂
下門から参入されますよう御案
内いたします。｣

印刷[活
版]・墨書

1通

封筒(表｢東京都渋谷
区 石坂泰三殿｣・裏｢
千代田区 式部官長
島重信｣)
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807 〔鈴木菊男書簡〕
鈴木菊男(東宮大
夫)

石坂泰三 昭和35年9月1日

｢来たる六日午後七時皇太子
同妃両殿下お催しの晩餐にお
招きになりますから東宮御所
に参殿されるよう御案内申し上
げます｣

印刷[活
版]・墨書

1通

808 〔鈴木菊男書簡〕
鈴木菊男(東宮大
夫)

石坂泰三・〔三浦
智子〕

昭和45年9月21日

｢皇太子同妃殿下は 日本万国
博覧会終了につき きたる九月
二十六日茶会を御催されます
ので 午後四時までに東宮御
所へ参殿されますよう 御案内
申し上げます｣

印刷[カー
ボン(タイ
プ)]・墨書

1通

封筒(表｢日本万国博
覧会 会長 石坂泰三
殿 三浦令夫人｣・裏｢
東宮大夫鈴木菊男｣)

809
〔高松宮妃喜久子書
簡〕

喜久子(高松宮妃) 石坂泰三 2月21日 御礼の手紙 ペン 1通
封筒(表｢石坂泰三様
起久子｣)

810
〔高松宮妃喜久子書
簡〕

喜久子(高松宮妃) 石坂泰三 4月15日
｢光源氏｣と言う椿に関する手
紙

ペン 1通
封筒・包紙(｢高松宮
妃｣と墨書あり)

811
〔高松宮妃喜久子書
簡〕

喜久子(高松宮妃) 石坂泰三 11月24日
石坂への届け物に関する報告
の手紙

ペン 1通
封筒(表｢石坂泰三様
起久子｣)

812 〔竹中敬太郎書簡〕
竹中敬太郎(三笠
宮付事務官)

石坂泰三 昭和48年10月

｢崇仁親王妃百合子殿下はき
たる十一月二日(金)午後六時
から晩餐にお招きになりますの
で宮邸においで下さいますよう
御案内申し上げます｣

印刷[活
版]・墨書

1通
810・811の資料は封
筒(表｢石坂泰三殿｣)
一括

813 赤坂御苑 園遊会
〔昭和45年11月10日
以前〕

注意事項 絵地図 印刷[活版] 1枚

814
〔秩父宮妃勢津子書
簡〕

勢津子(秩父宮妃) 〔石坂泰三〕 1月10日
石坂泰三の体調不良を気遣う
手紙

ペン 1通
封筒(表｢石坂様 勢津
子｣・裏｢一月十日｣)

815
〔秩父宮妃勢津子書
簡〕

勢津子(秩父宮妃) 石坂泰三
石坂の｢一日も早い全快｣を祈
念する手紙

ペン 1通 封筒

816 〔徳川義寛書簡〕
徳川義寛(侍従次
長)

石坂泰三 昭和46年2月19日

｢きたる三月六日 皇后陛下御
誕生日につき、午前十時二十
五分祝賀のため 皇后陛下に
拝謁がありますからお伝え申し
上げます。｣

印刷[カー
ボン(タイ

プ)]
1通

814・815の資料は封
筒(表｢渋谷区 石坂泰
三殿｣・裏｢東京都千
代田区 宮内庁侍従
職｣)一括

817 〔自動車標識〕 印刷[活版] 1枚
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818 〔永積寅彦書簡〕
永積寅彦(侍従次
長)

石坂泰三 昭和41年2月24日

｢きたる三月六日 皇后陛下誕
生日につき、午前十一時祝賀
のため 皇后陛下に拝謁があり
ますからお伝え申し上げま
す。｣

印刷[活
版]・墨書

1通
封筒(表｢石坂泰三
殿｣・裏｢東京都千代
田区 宮内庁侍従職｣)

819 〔永積寅彦書簡〕
永積寅彦(侍従次
長)

石坂泰三 昭和42年2月25日

｢きたる三月六日 皇后陛下誕
生日につき、午前十一時祝賀
のため 皇后陛下に拝謁があり
ますからお伝え申し上げま
す。｣

印刷[活
版]・墨書

1通
封筒(表｢石坂泰三
殿｣・裏｢東京都千代
田区 宮内庁侍従職｣)

820 〔永積寅彦書簡〕
永積寅彦(侍従次
長)

石坂泰三 昭和43年2月24日

｢きたる三月六日 皇后陛下御
誕生日につき、午前十一時祝
賀のため 皇后陛下に拝謁が
ありますからお伝え申し上げま
す。｣

印刷[活
版]・墨書

1通

821 〔原田健書簡〕 原田健(式部官長) 石坂泰三 昭和34年12月23日

｢昭和三十五年一月十二日に
歌会始の儀を行われますか
ら、参列のため午前九時四十
五分までに皇居に参入されま
すよう通知いたします。｣

印刷[カー
ボン(タイ
プ)]・墨書

宮内庁罫紙 1通 書方心得帳、1冊

822 〔原田健書簡〕 原田健(式部官長) 石坂泰三 昭和40年12月1日

｢天皇皇后両陛下及び皇太子
殿下は、きたる十二月六日皇
孫誕生式中命名の儀の祝賀
を受けられますから、午後二時
五十分までに皇居に参入され
ますよう通知いたします。おっ
てモーニングコートを御着用願
います。｣

印刷[カー
ボン(タイ
プ)]・ペン

宮内庁罫紙 1通
封筒(表｢石坂泰三
殿｣・裏｢式部官長 原
田健｣)

816・817の資料は｢宮
内庁｣封筒(表｢渋谷区
石坂泰三殿｣)一括

823 〔自動車標識〕
｢当日、自動車の前方見易い
所に、必ずはつて下さい。｣

印刷[活版] 1枚

824 〔松平潔書簡〕
松平潔(侍従職事
務主管)

石坂泰三 昭和46年4月30日
天皇陛下古希の奉祝会の御
案内 奉祝会要領

印刷[カー
ボン(タイ
プ)]・ペン

｢会長御参加の旨
連絡済5/6。｣と鉛
筆書きあり。

1通

封筒(表｢千代田区 東
京芝浦電気株式会社
秘書室御中｣・裏｢東
京都千代田区 宮内
庁侍従職｣)
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825 〔溝口三郎書簡〕
溝口三郎(秩父宮
付事務官)

石坂泰三 昭和48年2月1日

｢当宮妃殿下は新邸竣工につ
ききたる二月十日(土)午餐に
お招きになりますので当日正
午宮邸においで下さいますよ
うご案内申し上げます｣

印刷[活
版]・墨書

1通

封筒(表｢渋谷区 石坂
泰三殿｣・裏｢東京都
港区 秩父宮付事務
官 溝口三郎｣)

826 〔三谷隆信書簡〕 三谷隆信(侍従長) 石坂泰三 昭和39年5月1日

｢天皇皇后両陛下きたる5月11
日(月曜)午前11時50分貴殿に
賜謁，次いで午餐に召させら
れますから，時刻前参内せら
れますようこの旨お伝え申上
げます。｣

印刷[カー
ボン(タイ

プ)]
宮内庁罫紙 1通

封筒(表｢渋谷区 石坂
泰三殿｣・裏｢東京都
千代田区皇居内 宮
内庁侍従職｣)

827 〔三谷隆信書簡〕
三谷隆信〔侍従
長〕

石坂泰三 昭和39年7月14日

｢一、鮎 弐拾尾 右 天皇 皇后
両陛下から思召をもつて賜わ
りますからこの旨お伝えしま
す｣

印刷[活
版]・ペン

1通
封筒(表｢石坂泰三
殿｣・裏｢宮内庁侍従
職｣)

828 〔三谷隆信書簡〕 三谷隆信 石坂泰三 昭和39年12月21日
｢天皇皇后両陛下には昭和四
十年一月一日午前十時新年
の御祝詞をうけさせられます｣

印刷[活
版]・墨書

1通
826・827の資料は封
筒(表｢渋谷区 石坂泰
三殿｣)一括

829 新年祝賀の儀について 注意事項
印刷[カー
ボン(タイ

プ)]
1枚

830 〔三谷隆信書簡〕
三谷隆信〔侍従
長〕

石坂泰三 昭和40年2月5日

｢きたる二月十二日(金曜)葉山
御用邸において午餐を賜りま
すから、同日正午までに参邸
されますよう、この旨お伝え申
します。｣

印刷[カー
ボン(タイ
プ)]・墨書

宮内庁用箋
本資料はクリップ留
め

1通

831 宮殿のしおり 宮内庁 昭和43年 宮殿配置図 概要 印刷[活版] 1冊

封筒(表｢宮殿のしお
り｣)あり。内部写真3枚
宮殿落成記念切手貼
付台紙1枚封入。

832 宮殿落成式次第
〔昭和43年11月5日以
前〕

宮殿落成式次第 注意事項 印刷[活版] 1枚

833 午餐 昭和45年9月26日
午餐のメニュー。790の関連資
料ヵ

印刷[活版] 1枚



石坂泰三関係文書目録

96

資料
番号

枝番 タイトル 作成者 宛先 年月日 内容 記述法 用紙 備考 数量 付属資料 合綴注記

834 自動車標識 印刷[活版] 1枚

｢宮内庁｣封筒(表｢渋
谷区 石坂泰三殿｣・
裏｢東京都千代田区
宮内庁侍従職｣)

10-4．第三者間書簡

835 〔後藤達郎書簡〕 後藤達郎

Robert
Moses(President
New York World
Fair Corporation)

〔昭和41年〕5月24日

石坂泰三がRobert Mosesと会
えなかったことを残念に思って
いると伝え、石坂の再度の
ニューヨーク訪問前にMosesが
日本を訪れ石坂と会うことを希
望

印刷[カー
ボン(タイ
プ)]・ペン

1通

836 〔汐子書簡〕 汐子 稲田敏子 近況報告 ペン 1通

837
石坂泰三氏カセット
テープに再生お願の件

布雄吉 高宮(社長) 〔昭和56年〕10月10日
｢石坂氏の声｣のネガテープを
カセットテープ化する企画に関
する文書

電子式複
写(手書き)

同文2枚。うち1枚に
は｢写｣とあり。

2枚

本資料は353～355・
606・611の資料と共に
封筒(表｢石坂泰川翁
送筆御返却分 重要
21｣)一括

838 〔未開封封筒〕
｢Mr.I.Ishizaka Ruom#723.44｣
とペン書きあり。中身はホテル
の名刺ヵ

ペン 1枚
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